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　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
記
録
的
猛
暑
、

豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
、
秋

か
ら
は
熊
騒
動
な
ど
が
相
次

ぎ
、
印
象
に
残
っ
た
年
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
こ
そ
、
平
穏
な
日
々
が

送
れ
る
年
に
な
る
よ
う
願
う

ば
か
り
で
す
。

　そ
の
年
の
世
相
を
表
す
漢

字
は
「
令
」
で
し
た
。
新
元

号
の
幕
開
け
と
な
っ
た
２
０

１
９
年
の
明
る
い
未
来
に
向

け
て
希
望
が
込
め
ら
れ
た
漢

字
が
選
ば
れ
た
わ
け
で
す
。

　今
年
は
、
新
庁
舎
が
完
成

し
ま
す
。
行
政
運
営
の
効
率

化
を
期
待
す
る
と
共
に
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向

上
を
期
待
し
ま
す
。

　今
年
も
皆
様
に
親
し
ま

れ
、
読
み
や
す
い
市
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。（

星
野
み
ゆ
き
）

あ
と
が
き

　皆
さ
ん
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
私
は
た
っ
た
一
度
だ
け
し
か
傍

聴
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　あ
る
議
員
に
誘
わ
れ
た
こ
と
と
、
少
し

ば
か
り
興
味
が
あ
る
内
容
が
審
議
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
伺
い
ま
し
た
。

　テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
国
会
中
継
等
は
、

多
く
の
傍
聴
者
で
溢
れ
、
激
し
い
ヤ
ジ
も

飛
ん
で
い
る
所
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
が
、

魚
沼
市
議
会
は
全
く
違
い
ま
し
た
。

　市
民
の
関
心
が
薄
い
た
め
か
、
傍
聴
者

は
私
を
含
め
て
４
人
程
度
。
静
寂
の
中
で

の
議
会
で
し
た
。

　市
長
も
議
員
も
真
摯
な
態
度
で
審
議
を

さ
れ
て
お
り
、
野
党
の
追
及
に
焦
点
を
は

ぐ
ら
か
し
、
真
面
目
に
答
え
な
い
、
ど
こ

か
の
議
会
と
は
全
く
違
う
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

　当
市
議
会
も
大
勢
の
方
が
傍
聴
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
層
の
緊
張
感
を
持
っ
た
も

の
と
な
り
、
市
政
へ
の
反
映
も
強
い
も
の

が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　是
非
、
傍
聴
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　市
内
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
、
人
手
不
足

は
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
最
盛
期
の

人
口
を
前
提
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
数
、
運
営

が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
辞
め
る

決
断
が
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
。
人
口
減

は
経
済
成
長
後
、
必
ず
直
面
す
る
フ
ェ
ー

ズ
で
あ
り
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
変
化
を
す

れ
ば
良
い
。

　こ
の
時
代
は
、
選
択
と
集
中
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
魚
沼
市
の
認
知
に
貢
献
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
予
算
と
人
員
も
集

中
さ
せ
一
点
突
破
を
目
指
す
べ
き
。
と
、

偉
そ
う
な
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
自
分
も
そ
れ
が
、
で
き
な
い

一
人
。「
恐
怖
心
」
か
ら
く
る
も
の
だ
と

感
じ
ま
す
。
続
い
て
い
た
こ
と
を
「
辞
め

る
」
決
断
に
、
反
発
は
必
ず
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
田
舎
、
嫌
わ
れ
て
得
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
今
ま
で
通
り
」
が
、安
全
策
。

し
か
し
、変
化
せ
ず
に
は
存
続
で
き
な
い
。

「
こ
れ
は
辞
め
て
、
あ
っ
ち
に
注
力
し
よ

う
」、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
決
断
が
、

未
来
を
変
え
て
い
け
る
と
信
じ
ま
す
。

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
民
の
声

赤
土

　酒
井

　浩
さ
ん

何
に
集
中
す
る
か
、

　
　そ
の
た
め
に
何
を
し
な
い
か

上
折
立

　星

　宗
兵
さ
ん

魚沼市議会
こんにちは

です
令和元年第4回定例会　No.67

堀之内高校書道部「六花園祭での書道パフォーマンス」堀之内高校書道部「六花園祭での書道パフォーマンス」

CONTENTSCONTENTS

一般質問 ………………………………… 4〜11

議会TOPICS① ………………………… 11

常任・特別委員会報告 ………………… 12〜15

定例会・補正予算・議案賛否の状況 … 2〜3 …………… 16〜18中学生議会を開催しました

… 20市民の声・議会TOPICS②・あとがき

……………………………… 19議会報告会

〈発行責任者　議長　遠 藤 徳 一〉　広報編集特別委員長　富永　三千敏　　　副委員長　星野　みゆき
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　12月6日、本会議の休憩時間を利用して、小出特別支
援学校高等部の生徒さんによる「なごみCAFE」がオー
プン！ 議員や職員にコーヒーやクッキーを提供して
いただきました。
　当日は、手作りカレンダーやクリスマスリース等々
の製品販売もあり、生徒の皆さんから温かい笑顔で接
客いただき、心和むひとときを過ごすことができまし
た。生徒の皆さん、どうもありがとうございました。

議会TOPICS②

なごみCAFEでホッと一息
謹賀新年

市内視察
行ってきました

に

　12月24日、事業の進　状況等を確認するため、17号バイ
パス工事現場や新庁舎建設現場等の視察を行いました。
　新庁舎建設現場では、外部足場も解体され、その全貌が
見えるようになりました。5月7日の新庁舎での業務開始
に向けて、建設現場では内装工事が本格化しています。
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　日ごろより、市民の皆様方から、市議会にお寄せいただきますご支援・ご協力に対し、
厚くお礼申し上げます。
　昨年は、世界政治において、長引く米中貿易摩擦等、自国主義のリーダーが世界経済・平和・
環境問題等を翻弄する一方で、若き活動家グレタ・トゥーンベリさんなども全世界へ影響

力のあるメッセージを発信されたことも話題となりました。
　国内では、天皇陛下のご即位による、祝意の中「平成」から「令和」への改元がなされました。
　また、スポーツ界では、日本中が熱狂したワールドカップ・ラグビー、日本が８強入りするなど、桜戦士の

「ＯＮＥ　ＴＥＡＭ（ワンチーム）」として挑む姿勢は、世界に広がりつつある排他的な空気に対する明確なカ
ウンターメッセージとなりました。
　さて、今年の干支は「子(ねずみ)」であります。十二支のサイクルがスタートする年になります。
　未来へ大きな可能性を見出し、「子孫・経済繁栄」となるよう、子年にふさわしく、新たな時代へ果敢にチャ
レンジをしていく魚沼市でありたいと願っております。
　政治を志すものとして重要な教えである「用を節して人を愛す」の精神を忘れずに、邁進いたします。
　令和２年度は、百年の計として取り組んだ、新庁舎開庁の年となります。市民に開かれた庁舎となりますので、
気軽に訪れ、議会の傍聴をして頂きたいと思います。

新 年の挨拶

議長　遠藤徳一

え　と

せつ

　令和元年第４回定例会が、12月３日から20日までの18日間の会期で開催されました。
　議会初日に、一般会計補正予算をはじめ８件の補正予算を可決し、4件の人事案件に同意しました。12月５、６
日には、15人の議員が市政全般にわたる一般質問を行いました。
　最終日は、特別多数議決となる、市役所の位置を定める条例の一部改正のほか、請願１件の可決をはじめ、今回
提案された議案をすべて可決しました。
※１ 特別多数議決：特別な重要案件について、法に規定された賛成者を得なければならない議決のことで、議長
も採決に加わる。
　（今回の議案については、出席議員の3分の2以上の賛成を必要とする。） 

第4回定例会報告第4回定例会報告

第4回定例会補正予算第4回定例会補正予算

予

　
　
　
　算

条

　
　
　
　例

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

議案
第87号 ○専決処分の承認（令和元年度魚沼市一般会計補正予算（第６号））

議案
第95号 ○

魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正について

議案
第96号 ◎

魚沼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

議案
第97号 ◎

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理について

議案
第98号 ◎

魚沼市役所の位置を定める条例の一部改正について

議案
第99号 ◎

魚沼市役所新庁舎移転に伴う関係条例の整備について

（新潟県人事委員会勧告及び人事院勧告に準拠した職員の給与改
　定並びに組織機構の一部見直しに伴い、所要の改正を行うもの）

（一般職の給与改定に準じ、会計年度任用職員の給料表の改定を行うもの）

（地方公務員法及び地方自治法の改正による非常勤特別職の任用根
　拠の厳格化に伴い、関係する条例において、所要の改正を行うもの）

（令和2年5月に予定されている魚沼市役所新庁舎移転に伴い、
　これに併せて現在の守門庁舎の名称を「北部庁舎」と改め
　ることについて所要の改正を行うもの）

（令和2年5月に予定されている魚沼市役所新庁舎移転に伴い、
　関係条例について所要の改正を行うもの）

人

　
　
　
　事

同意
第1号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について（佐梨  南雲  文夫氏）

同意
第2号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について（吉水  宮内  正氏）

同意
第3号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について（原  渡邉  隆夫氏）

同意
第4号 ◎教育委員会委員の任命について（七日市  星  麻衣 氏）

請願
請願
第2号 ◎免税軽油制度の継続を求める請願書

議
員
発
議

発議
第2号 ◎天皇陛下御即位を祝す賀詞に関する決議

発議
第3号 ◎免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について

そ

　
　
　の

　
　
　他

そ
の
他

議案
第100号 ◎

財産（サーバ機器等）の取得について
（新庁舎移転における情報ネットワーク構築のためのサーバ
　機器等の物品購入契約の締結）

議案
第101号 ◎

財産（魚沼市庁舎設置什器購入その１）の取得について
（新庁舎に設置する物品のうち、執務室内に設置する机及び
　イス等の物品購入契約の締結）

（新庁舎に設置される文書収納庫及び更衣室ロッカー等の物
　品購入契約の締結）

議案
第102号 ◎

財産（魚沼市庁舎設置什器購入その２）の取得について

議案
第103号 ◎魚沼市庁舎建築工事請負契約の変更について

議案
第109号 ◎市有財産の貸付について（須原スキー場）

議案
第110号 ◎

字の変更について
（小平尾地区で実施している県営土地改良事業における換地
　処分を行うため、字の変更を行うもの）

議案
第111号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（和田  松木  譲氏）

議案
第104号 ◎魚沼市新市建設計画の変更について

議案
第105号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市守門高齢者センター）

議案
第106号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市大原山菜園）

議案
第107号 ◎指定管理者の指定について（福山峠緑のふるさと広場）

議案
第88号 ○令和元年度魚沼市一般会計補正予算（第７号）

議案
第89号 ○令和元年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第90号 ◎令和元年度魚沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案
第91号 ○令和元年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第92号 ○令和元年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第１号）

議案
第93号 ○令和元年度魚沼市水道事業会計補正予算（第１号）

議案
第94号 ○令和元年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第１号）

第4回定例会議案等

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　−＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

議

決

結

果

議
案
番
号
等

議案賛否の状況

魚沼輝成会合　計 しんせいクラブ 日本共産党 会派所属なしみらいの風創生市民の会
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星
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岡
部
計
夫

森
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守
人

遠
藤
徳
一

※１

歳入：財政調整基金繰入金の追加
歳出：台風19号による災害に対応するための経費及び
　　　住民訴訟事件に係る弁護士業務委託経費の追加

主　　な　　内　　容計

300億50万円

15億680万円

補正額

1,850万円

380万円

補正前の額会　　　計　　　名

一般会計（第6号）専決処分

ガス事業会計（第1号）

299億8,200万円

歳入：国県支出金、ふるさと寄附金、財政調整基金繰入金、市債の追加　など
歳出：給与改定、人事異動などに伴う一般職員給与費の調整、ふるさと寄附金
　　　増に伴う関係経費、豚コレラ侵入防止緊急支援事業関係経費の追加　など

304億390万円4億 340万円一般会計（第7号） 300億50万円

歳入：制度関係業務事業費補助金及び職員給与費等繰入金の追加
歳出：制度改正に伴う電算システム改修経費、給与改定、人事異
　　　動などに伴う一般職員給与費の追加

33億4,170万円660万円国民健康保険特別会計（第2号） 33億3,510万円

283億5,340万円1億2,960万円一般会計（第5号） 282億2,380万円
歳入：後期高齢者医療保険料、前年度繰越金の追加　など
歳出：後期高齢者医療広域連合納付金の追加8億3,360万円860万円後期高齢者医療特別会計（第1号） 8億2,500万円

給与改定、人事異動などに伴う一般職員給与費の追加、
介護給付費準備基金積立金の減額51億3,680万円ー介護保険特別会計（第2号） 51億3,680万円

15億300万円収益的支出
給与改定及び人事異動に伴う一般職員給与費の調整

3億8,090万円△10万円3億8,100万円資本的支出

8億8,750万円50万円
水道事業会計（第1号）

8億8,700万円収益的支出
給与改定及び人事異動に伴う一般職員給与費の調整

6億5,110万円210万円6億4,900万円資本的支出

23億1,850万円△150万円
下水道事業会計（第1号）

23億2,000万円収益的支出 給与改定及び人事異動に伴う一般職員給与費の調整
下水道管渠布設や汚水桝設置等工事費の追加　など15億8,040万円3,740万円15億4,300万円資本的支出

※市議会議員の年賀状につきましては、公職選挙法の規定により、自粛をさせていただいておりますので、

　ご理解を賜りますようお願いいたします。

　天皇陛下の即位を祝うため、「天皇陛下御即位を祝す賀詞に関する決議（発議第２号）」を
全会一致で可決しました。「賀詞」の全文はつぎのとおりです。

　天皇陛下におかせられましては、風薫るよき日にご即位なされましたことは慶賀にたえないところであります。
　天皇皇后両陛下が御清祥であられ、令和の時代が世界の平和と我が国の繁栄をもたらすものとなりますよう心
からお祈り申し上げます。
　ここに魚沼市議会は、市民を代表して謹んで慶祝の意を表します。

令和元年12月20日　魚 沼 市 議 会

天皇陛下御即位を祝す賀詞に関する決議
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　日ごろより、市民の皆様方から、市議会にお寄せいただきますご支援・ご協力に対し、
厚くお礼申し上げます。
　昨年は、世界政治において、長引く米中貿易摩擦等、自国主義のリーダーが世界経済・平和・
環境問題等を翻弄する一方で、若き活動家グレタ・トゥーンベリさんなども全世界へ影響

力のあるメッセージを発信されたことも話題となりました。
　国内では、天皇陛下のご即位による、祝意の中「平成」から「令和」への改元がなされました。
　また、スポーツ界では、日本中が熱狂したワールドカップ・ラグビー、日本が８強入りするなど、桜戦士の

「ＯＮＥ　ＴＥＡＭ（ワンチーム）」として挑む姿勢は、世界に広がりつつある排他的な空気に対する明確なカ
ウンターメッセージとなりました。
　さて、今年の干支は「子(ねずみ)」であります。十二支のサイクルがスタートする年になります。
　未来へ大きな可能性を見出し、「子孫・経済繁栄」となるよう、子年にふさわしく、新たな時代へ果敢にチャ
レンジをしていく魚沼市でありたいと願っております。
　政治を志すものとして重要な教えである「用を節して人を愛す」の精神を忘れずに、邁進いたします。
　令和２年度は、百年の計として取り組んだ、新庁舎開庁の年となります。市民に開かれた庁舎となりますので、
気軽に訪れ、議会の傍聴をして頂きたいと思います。

新年の挨拶

議長　遠藤徳一

え　と

せつ

　令和元年第４回定例会が、12月３日から20日までの18日間の会期で開催されました。
　議会初日に、一般会計補正予算をはじめ８件の補正予算を可決し、4件の人事案件に同意しました。12月５、６
日には、15人の議員が市政全般にわたる一般質問を行いました。
　最終日は、特別多数議決となる、市役所の位置を定める条例の一部改正のほか、請願１件の可決をはじめ、今回
提案された議案をすべて可決しました。
※１ 特別多数議決：特別な重要案件について、法に規定された賛成者を得なければならない議決のことで、議長
も採決に加わる。
　（今回の議案については、出席議員の3分の2以上の賛成を必要とする。） 

第4回定例会報告第4回定例会報告

第4回定例会補正予算第4回定例会補正予算

予

　
　
　
　算

条

　
　
　
　例

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

議案
第87号 ○専決処分の承認（令和元年度魚沼市一般会計補正予算（第６号））

議案
第95号 ○

魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正について

議案
第96号 ◎

魚沼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

議案
第97号 ◎

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理について

議案
第98号 ◎

魚沼市役所の位置を定める条例の一部改正について

議案
第99号 ◎

魚沼市役所新庁舎移転に伴う関係条例の整備について

（新潟県人事委員会勧告及び人事院勧告に準拠した職員の給与改
　定並びに組織機構の一部見直しに伴い、所要の改正を行うもの）

（一般職の給与改定に準じ、会計年度任用職員の給料表の改定を行うもの）

（地方公務員法及び地方自治法の改正による非常勤特別職の任用根
　拠の厳格化に伴い、関係する条例において、所要の改正を行うもの）

（令和2年5月に予定されている魚沼市役所新庁舎移転に伴い、
　これに併せて現在の守門庁舎の名称を「北部庁舎」と改め
　ることについて所要の改正を行うもの）

（令和2年5月に予定されている魚沼市役所新庁舎移転に伴い、
　関係条例について所要の改正を行うもの）

人

　
　
　
　事

同意
第1号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について（佐梨  南雲  文夫氏）

同意
第2号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について（吉水  宮内  正氏）

同意
第3号 ◎固定資産評価審査委員会委員の選任について（原  渡邉  隆夫氏）

同意
第4号 ◎教育委員会委員の任命について（七日市  星  麻衣 氏）

請願
請願
第2号 ◎免税軽油制度の継続を求める請願書

議
員
発
議

発議
第2号 ◎天皇陛下御即位を祝す賀詞に関する決議

発議
第3号 ◎免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について

そ

　
　
　の

　
　
　他

そ
の
他

議案
第100号 ◎

財産（サーバ機器等）の取得について
（新庁舎移転における情報ネットワーク構築のためのサーバ
　機器等の物品購入契約の締結）

議案
第101号 ◎

財産（魚沼市庁舎設置什器購入その１）の取得について
（新庁舎に設置する物品のうち、執務室内に設置する机及び
　イス等の物品購入契約の締結）

（新庁舎に設置される文書収納庫及び更衣室ロッカー等の物
　品購入契約の締結）

議案
第102号 ◎

財産（魚沼市庁舎設置什器購入その２）の取得について

議案
第103号 ◎魚沼市庁舎建築工事請負契約の変更について

議案
第109号 ◎市有財産の貸付について（須原スキー場）

議案
第110号 ◎

字の変更について
（小平尾地区で実施している県営土地改良事業における換地
　処分を行うため、字の変更を行うもの）

議案
第111号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（和田  松木  譲氏）

議案
第104号 ◎魚沼市新市建設計画の変更について

議案
第105号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市守門高齢者センター）

議案
第106号 ◎指定管理者の指定について（魚沼市大原山菜園）

議案
第107号 ◎指定管理者の指定について（福山峠緑のふるさと広場）

議案
第88号 ○令和元年度魚沼市一般会計補正予算（第７号）

議案
第89号 ○令和元年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第90号 ◎令和元年度魚沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案
第91号 ○令和元年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案
第92号 ○令和元年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第１号）

議案
第93号 ○令和元年度魚沼市水道事業会計補正予算（第１号）

議案
第94号 ○令和元年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第１号）

第4回定例会議案等

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　−＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

議

決

結

果
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番
号
等

議案賛否の状況

魚沼輝成会合　計 しんせいクラブ 日本共産党 会派所属なしみらいの風創生市民の会
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大
桃
俊
彦

星

　直
樹

賛

　
　成

反

　
　対

岡
部
計
夫

森
島
守
人

遠
藤
徳
一

※１

歳入：財政調整基金繰入金の追加
歳出：台風19号による災害に対応するための経費及び
　　　住民訴訟事件に係る弁護士業務委託経費の追加

主　　な　　内　　容計

300億50万円

15億680万円

補正額

1,850万円

380万円

補正前の額会　　　計　　　名

一般会計（第6号）専決処分

ガス事業会計（第1号）

299億8,200万円

歳入：国県支出金、ふるさと寄附金、財政調整基金繰入金、市債の追加　など
歳出：給与改定、人事異動などに伴う一般職員給与費の調整、ふるさと寄附金
　　　増に伴う関係経費、豚コレラ侵入防止緊急支援事業関係経費の追加　など

304億390万円4億 340万円一般会計（第7号） 300億50万円

歳入：制度関係業務事業費補助金及び職員給与費等繰入金の追加
歳出：制度改正に伴う電算システム改修経費、給与改定、人事異
　　　動などに伴う一般職員給与費の追加

33億4,170万円660万円国民健康保険特別会計（第2号） 33億3,510万円

283億5,340万円1億2,960万円一般会計（第5号） 282億2,380万円
歳入：後期高齢者医療保険料、前年度繰越金の追加　など
歳出：後期高齢者医療広域連合納付金の追加8億3,360万円860万円後期高齢者医療特別会計（第1号） 8億2,500万円

給与改定、人事異動などに伴う一般職員給与費の追加、
介護給付費準備基金積立金の減額51億3,680万円ー介護保険特別会計（第2号） 51億3,680万円

15億300万円収益的支出
給与改定及び人事異動に伴う一般職員給与費の調整

3億8,090万円△10万円3億8,100万円資本的支出

8億8,750万円50万円
水道事業会計（第1号）

8億8,700万円収益的支出
給与改定及び人事異動に伴う一般職員給与費の調整

6億5,110万円210万円6億4,900万円資本的支出

23億1,850万円△150万円
下水道事業会計（第1号）

23億2,000万円収益的支出 給与改定及び人事異動に伴う一般職員給与費の調整
下水道管渠布設や汚水桝設置等工事費の追加　など15億8,040万円3,740万円15億4,300万円資本的支出

※市議会議員の年賀状につきましては、公職選挙法の規定により、自粛をさせていただいておりますので、

　ご理解を賜りますようお願いいたします。

　天皇陛下の即位を祝うため、「天皇陛下御即位を祝す賀詞に関する決議（発議第２号）」を
全会一致で可決しました。「賀詞」の全文はつぎのとおりです。

　天皇陛下におかせられましては、風薫るよき日にご即位なされましたことは慶賀にたえないところであります。
　天皇皇后両陛下が御清祥であられ、令和の時代が世界の平和と我が国の繁栄をもたらすものとなりますよう心
からお祈り申し上げます。
　ここに魚沼市議会は、市民を代表して謹んで慶祝の意を表します。

令和元年12月20日　魚 沼 市 議 会

天皇陛下御即位を祝す賀詞に関する決議
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め
、
県
や
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
里
山
の
手
入
れ

に
つ
い
て
は
、
集
落
林
や
私
有
林
の
下
刈

り
や
伐
採
等
の
里
山
整
備
に
対
し
て
補
助

を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
取
組
が
野
生
動
物

と
の
距
離
を
確
保
す
る
緩
衝
帯
整
備
に
も

繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
に
関

ク
マ
等
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄

答
　
　生
態
・
被
害
等
の
実
態
を
把
握

し
、
来
年
度
に
向
け
て
検
討
す
る

答 問

す
る
施
策
及
び
促
進
に
関
す
る
施
策
の
財

源
と
し
て
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
目
的
と
し
た
使
途

と
し
て
適
当
と
は
い
え
な
い
が
、
集
落
周

辺
の
人
工
林
整
備
を
行
う
こ
と
自
体
は
里

山
整
備
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　令
和
６
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
森

林
環
境
税
の
一
部
が
譲
与
税
特
別
会
計
の

運
用
で
本
年
度
か
ら
全
国
市
区
町
村
に
配

分
さ
れ
た
。
配
分
基
準
の
人
口
割
の
関
係

で
、
都
市
部
に
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
税

の
趣
旨
か
ら
都
市
部
で
は
使
途
に
苦
慮
し

て
い
る
と
聞
く
。
当
市
と
の
友
好
都
市
か

ら
当
市
の
森
林
対
策
に
投
資
い
た
だ
く
よ

う
、
市
長
自
ら
提
案
書
持
参
で
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　交
流
人
口
の
増
加
、
森
林
整
備
の

推
進
、
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
森
林
整
備
の
推
進
等
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
台

風
19
号
が
日
本
列
島
に
甚
大
な
被
害
を
与

え
た
。
深
夜
に
市
内
９
カ
所
の
避
難
所
の

利
用
状
況
を
確
認
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
小

出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
避
難
所
で
は
高
齢

の
女
性
と
ペ
ッ
ト
の
犬
が
室
内
に
避
難
さ

せ
て
も
ら
え
ず
、
風
除
室
の
冷
た
い
タ
イ

ル
の
上
に
座
っ
て
い
た
。
次
に
伊
米
ヶ
埼

小
学
校
へ
行
っ
て
み
る
と
高
齢
の
男
性
と

ペ
ッ
ト
の
犬
の
ほ
か
に
、
２
人
の
方
が
避

難
し
て
い
た
。
避
難
者
が
少
人
数
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
市
の
職
員
が
柔
軟
に
対
応
し

て
く
れ
、
ペ
ッ
ト
も
体
育
館
の
中
で
避
難

し
て
い
た
。

１

　魚
沼
市
は
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
と
一
緒

に
避
難
で
き
る
体
制
が
と
れ
て
い
る
の
か
。

２

　保
育
園
や
学
校
以
外
の
避
難
所
で
空

い
て
い
る
部
屋
を
利
用
し
て
、
ペ
ッ
ト
同

伴
避
難
者
の
部
屋
を
も
う
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
所
に
つ
い
て
問
う

浅井　宏昭

答
　
　今
後
、
体
制
整
備
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い

　
　
　１

　日
常
ペ
ッ
ト
を
家
族
同
様
と

し
て
生
活
さ
れ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て

は
、
避
難
所
に
お
い
て
も
ペ
ッ
ト
と
の
生

活
を
維
持
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
避
難
所

に
お
い
て
は
、
多
く
の
方
が
避
難
さ
れ
て

く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
ペ
ッ

ト
と
一
緒
に
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
な
い
、
ま
た
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

つ
避
難
者
が
い
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
状
に
お
い
て
は
各
避
難
所
に

お
い
て
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
対
応
と
な

っ
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
同
伴
に
つ
い
て
は
、

体
制
が
取
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

の
た
め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
体
制
整
備

が
必
要
か
も
含
め
て
、
検
討
す
る
。

２

　体
制
整
備
の
検
討
の
際
に
、
あ
わ
せ

て
検
討
さ
せ
て
も
ら
う
。

問

答 　
　
　生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
団
体
競

技
の
部
活
動
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
つ
い
て
問
う
。

１

　市
内
中
学
校
の
現
状
は
。

２

　現
在
、
部
活
動
を
理
由
に
学
区
外
就

学
を
行
っ
て
い
る
生
徒
数
は
。

３

　部
活
動
検
討
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な

検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

４

　複
数
校
合
同
部
活
動
及
び
拠
点
校
方

式
部
活
動
の
整
備
を
実
施
す
る
考
え
は
。

５

　当
市
の
中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・

運
動
環
境
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
。

　
　
　１

　野
球
部
と
剣
道
部
に
部
員
の

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
学
校
に
よ
っ
て

は
、
す
で
に
来
年
度
か
ら
一
部
の
運
動
部

の
募
集
を
停
止
し
、
廃
部
を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

２

　１
年
生
が
３
名
、
２
年
生
が
３
名
、

３
年
生
が
４
名
の
計
10
名
で
あ
る
。

３

　昨
年
度
は
、
市
が
作
成
し
た
部
活
動

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
内
容
、
部

活
動
指
導
員
の
導
入
、
市
内
の
中
学
校
部

活
動
の
現
状
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

中
学
校
運
動
部
活
動
の
今
後
を
問
う

関矢　孝夫

答
　
　幅
広
い
ス
ポ
ー
ツ
の
受
け
皿

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

っ
た
。
今
年
度
は
、
少
子
化
に
伴
っ
て
生

じ
る
部
活
動
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、

協
議
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
る
予
定

で
あ
る
。

４

　進
学
予
定
の
中
学
校
に
自
分
の
希
望

す
る
部
活
動
が
な
い
場
合
に
、
学
区
外
就

学
の
申
請
が
あ
れ
ば
検
討
し
判
断
し
た

い
。
複
数
校
に
よ
る
合
同
部
活
動
に
つ
い

て
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
学
校
が
あ
る

が
、
平
日
の
練
習
は
時
間
が
取
れ
ず
、
大

会
前
の
土
日
に
集
中
的
に
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
拠
点
校
方
式
も
含
め
、
現
段
階

で
は
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

た
だ
し
、
土
日
だ
け
の
活
動
で
あ
れ
ば
、

バ
ス
の
配
車
等
の
協
力
は
可
能
と
考
え
る
。

５

　学
校
現
場
の
要
望
を
聞
き
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
等
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

部
活
動
を
含
め
た
市
全
体
と
し
て
の
幅
広

い
ス
ポ
ー
ツ
の
受
け
皿
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
、
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

策
定
﹂
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

問

問答

　
　
　自
主
財
源
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
が
見

込
め
な
い
現
状
で
、
観
光
資
源
が
豊
富
な

魚
沼
市
は
観
光
誘
客
に
よ
る
「
外
貨
の
獲

得
」
な
く
し
て
、「
経
済
の
好
循
環
」
は

見
込
め
な
い
。
観
光
協
会
や
ほ
か
の
組
織

と
の
協
力
体
制
を
見
直
し
、
現
在
、
魚
沼

市
に
あ
る
雪
や
景
色
、
景
観
、
施
設
を
見

直
し
、
観
光
誘
客
に
力
を
入
れ
て
ア
ピ
ー

ル
し
て
は
ど
う
か
。「
外
貨
の
獲
得
」
か

ら
始
ま
る
「
経
済
の
好
循
環
」「
流
出
人

口
の
歯
止
め
」
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
急
ピ
ッ

チ
で
回
さ
な
い
か
。

　
　
　本
市
の
「
経
済
の
好
循
環
」
を
図

る
う
え
で
、
観
光
誘
客
は
極
め
て
重
要
な

施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
に

は
豊
富
な
地
域
資
源
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

生
か
し
た
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
開
拓

や
発
進
に
向
け
、
従
来
か
ら
関
係
団
体
の

取
組
に
対
し
て
支
援
等
を
し
て
き
た
。
議

員
ご
提
案
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
、
急
ピ

ッ
チ
で
回
し
て
い
く
た
め
に
も
、
観
光
協

会
を
は
じ
め
各
関
係
団
体
と
は
こ
れ
ま
で

同
様
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
的
な

取
組
に
対
し
て
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　児
童
・
生
徒
の
緊
急
時
の
登
下
校

の
送
迎
に
つ
い
て
、
ク
マ
が
出
没
し
た
ら

そ
の
日
か
ら
何
日
間
は
車
で
の
送
迎
な

ど
、
明
確
な
プ
ラ
ン
を
立
て
な
い
か
。

　
　
　自
然
災
害
等
の
緊
急
時
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
防

護
計
画
等
を
定
め
て
対
応
し
て
い
る
。
ク

マ
を
は
じ
め
と
す
る
野
生
動
物
の
出
没
に

際
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
防
護
計
画
等
に
準

じ
て
対
応
し
て
お
り
、
学
校
ま
た
は
、
教

育
委
員
会
の
判
断
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ

て
保
護
者
送
迎
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用

料
金
﹂
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

答

答 答

市
内
観
光
施
策
に
つ
い
て
問
う

星　　直樹

答
　
　各
関
係
団
体
の
主
体
的
な

取
組
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く

問

問
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　本
年
度
は
ク
マ
出
没
が
多
発
し
て

７
名
の
市
民
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
市
内
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
と
な

っ
た
ほ
か
、
風
評
被
害
等
で
市
内
経
済
に

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
イ
ノ
シ
シ
・
シ

カ
・
サ
ル
等
の
被
害
も
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
被
害
の
実
態
調
査
や
他
市
町
の

対
策
な
ど
参
考
に
、
有
識
者
や
猟
友
会
と

の
関
係
者
で
来
年
度
に
向
け
早
急
な
対
策

を
求
め
た
い
。
加
え
て
、
森
林
環
境
譲
与

税
等
を
活
用
し
、
里
山
の
手
入
れ
を
し
て

野
生
動
物
と
の
距
離
確
保
を
取
る
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　実
態
を
把
握
し
、
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
た
め
、
県
や
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
里
山
の
手
入
れ

に
つ
い
て
は
、
集
落
林
や
私
有
林
の
下
刈

り
や
伐
採
等
の
里
山
整
備
に
対
し
て
補
助

を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
取
組
が
野
生
動
物

と
の
距
離
を
確
保
す
る
緩
衝
帯
整
備
に
も

繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
に
関

ク
マ
等
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄

答
　
　生
態
・
被
害
等
の
実
態
を
把
握

し
、
来
年
度
に
向
け
て
検
討
す
る

答 問

す
る
施
策
及
び
促
進
に
関
す
る
施
策
の
財

源
と
し
て
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
目
的
と
し
た
使
途

と
し
て
適
当
と
は
い
え
な
い
が
、
集
落
周

辺
の
人
工
林
整
備
を
行
う
こ
と
自
体
は
里

山
整
備
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　令
和
６
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
森

林
環
境
税
の
一
部
が
譲
与
税
特
別
会
計
の

運
用
で
本
年
度
か
ら
全
国
市
区
町
村
に
配

分
さ
れ
た
。
配
分
基
準
の
人
口
割
の
関
係

で
、
都
市
部
に
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
税

の
趣
旨
か
ら
都
市
部
で
は
使
途
に
苦
慮
し

て
い
る
と
聞
く
。
当
市
と
の
友
好
都
市
か

ら
当
市
の
森
林
対
策
に
投
資
い
た
だ
く
よ

う
、
市
長
自
ら
提
案
書
持
参
で
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　交
流
人
口
の
増
加
、
森
林
整
備
の

推
進
、
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
森
林
整
備
の
推
進
等
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
台

風
19
号
が
日
本
列
島
に
甚
大
な
被
害
を
与

え
た
。
深
夜
に
市
内
９
カ
所
の
避
難
所
の

利
用
状
況
を
確
認
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
小

出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
避
難
所
で
は
高
齢

の
女
性
と
ペ
ッ
ト
の
犬
が
室
内
に
避
難
さ

せ
て
も
ら
え
ず
、
風
除
室
の
冷
た
い
タ
イ

ル
の
上
に
座
っ
て
い
た
。
次
に
伊
米
ヶ
埼

小
学
校
へ
行
っ
て
み
る
と
高
齢
の
男
性
と

ペ
ッ
ト
の
犬
の
ほ
か
に
、
２
人
の
方
が
避

難
し
て
い
た
。
避
難
者
が
少
人
数
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
市
の
職
員
が
柔
軟
に
対
応
し

て
く
れ
、
ペ
ッ
ト
も
体
育
館
の
中
で
避
難

し
て
い
た
。

１

　魚
沼
市
は
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
と
一
緒

に
避
難
で
き
る
体
制
が
と
れ
て
い
る
の
か
。

２

　保
育
園
や
学
校
以
外
の
避
難
所
で
空

い
て
い
る
部
屋
を
利
用
し
て
、
ペ
ッ
ト
同

伴
避
難
者
の
部
屋
を
も
う
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
所
に
つ
い
て
問
う

浅井　宏昭

答
　
　今
後
、
体
制
整
備
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い

　
　
　１

　日
常
ペ
ッ
ト
を
家
族
同
様
と

し
て
生
活
さ
れ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て

は
、
避
難
所
に
お
い
て
も
ペ
ッ
ト
と
の
生

活
を
維
持
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
避
難
所

に
お
い
て
は
、
多
く
の
方
が
避
難
さ
れ
て

く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
ペ
ッ

ト
と
一
緒
に
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
な
い
、
ま
た
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

つ
避
難
者
が
い
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
状
に
お
い
て
は
各
避
難
所
に

お
い
て
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
対
応
と
な

っ
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
同
伴
に
つ
い
て
は
、

体
制
が
取
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

の
た
め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
体
制
整
備

が
必
要
か
も
含
め
て
、
検
討
す
る
。

２

　体
制
整
備
の
検
討
の
際
に
、
あ
わ
せ

て
検
討
さ
せ
て
も
ら
う
。

問

答 　
　
　生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
団
体
競

技
の
部
活
動
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
つ
い
て
問
う
。

１

　市
内
中
学
校
の
現
状
は
。

２

　現
在
、
部
活
動
を
理
由
に
学
区
外
就

学
を
行
っ
て
い
る
生
徒
数
は
。

３

　部
活
動
検
討
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な

検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

４

　複
数
校
合
同
部
活
動
及
び
拠
点
校
方

式
部
活
動
の
整
備
を
実
施
す
る
考
え
は
。

５

　当
市
の
中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・

運
動
環
境
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
。

　
　
　１

　野
球
部
と
剣
道
部
に
部
員
の

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
学
校
に
よ
っ
て

は
、
す
で
に
来
年
度
か
ら
一
部
の
運
動
部

の
募
集
を
停
止
し
、
廃
部
を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

２

　１
年
生
が
３
名
、
２
年
生
が
３
名
、

３
年
生
が
４
名
の
計
10
名
で
あ
る
。

３

　昨
年
度
は
、
市
が
作
成
し
た
部
活
動

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
内
容
、
部

活
動
指
導
員
の
導
入
、
市
内
の
中
学
校
部

活
動
の
現
状
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

中
学
校
運
動
部
活
動
の
今
後
を
問
う

関矢　孝夫

答
　
　幅
広
い
ス
ポ
ー
ツ
の
受
け
皿

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

っ
た
。
今
年
度
は
、
少
子
化
に
伴
っ
て
生

じ
る
部
活
動
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、

協
議
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
る
予
定

で
あ
る
。

４

　進
学
予
定
の
中
学
校
に
自
分
の
希
望

す
る
部
活
動
が
な
い
場
合
に
、
学
区
外
就

学
の
申
請
が
あ
れ
ば
検
討
し
判
断
し
た

い
。
複
数
校
に
よ
る
合
同
部
活
動
に
つ
い

て
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
学
校
が
あ
る

が
、
平
日
の
練
習
は
時
間
が
取
れ
ず
、
大

会
前
の
土
日
に
集
中
的
に
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
拠
点
校
方
式
も
含
め
、
現
段
階

で
は
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

た
だ
し
、
土
日
だ
け
の
活
動
で
あ
れ
ば
、

バ
ス
の
配
車
等
の
協
力
は
可
能
と
考
え
る
。

５

　学
校
現
場
の
要
望
を
聞
き
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
等
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

部
活
動
を
含
め
た
市
全
体
と
し
て
の
幅
広

い
ス
ポ
ー
ツ
の
受
け
皿
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
、
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

策
定
﹂
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

問

問答

　
　
　自
主
財
源
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
が
見

込
め
な
い
現
状
で
、
観
光
資
源
が
豊
富
な

魚
沼
市
は
観
光
誘
客
に
よ
る
「
外
貨
の
獲

得
」
な
く
し
て
、「
経
済
の
好
循
環
」
は

見
込
め
な
い
。
観
光
協
会
や
ほ
か
の
組
織

と
の
協
力
体
制
を
見
直
し
、
現
在
、
魚
沼

市
に
あ
る
雪
や
景
色
、
景
観
、
施
設
を
見

直
し
、
観
光
誘
客
に
力
を
入
れ
て
ア
ピ
ー

ル
し
て
は
ど
う
か
。「
外
貨
の
獲
得
」
か

ら
始
ま
る
「
経
済
の
好
循
環
」「
流
出
人

口
の
歯
止
め
」
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
急
ピ
ッ

チ
で
回
さ
な
い
か
。

　
　
　本
市
の
「
経
済
の
好
循
環
」
を
図

る
う
え
で
、
観
光
誘
客
は
極
め
て
重
要
な

施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
に

は
豊
富
な
地
域
資
源
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

生
か
し
た
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
開
拓

や
発
進
に
向
け
、
従
来
か
ら
関
係
団
体
の

取
組
に
対
し
て
支
援
等
を
し
て
き
た
。
議

員
ご
提
案
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
、
急
ピ

ッ
チ
で
回
し
て
い
く
た
め
に
も
、
観
光
協

会
を
は
じ
め
各
関
係
団
体
と
は
こ
れ
ま
で

同
様
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
的
な

取
組
に
対
し
て
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　児
童
・
生
徒
の
緊
急
時
の
登
下
校

の
送
迎
に
つ
い
て
、
ク
マ
が
出
没
し
た
ら

そ
の
日
か
ら
何
日
間
は
車
で
の
送
迎
な

ど
、
明
確
な
プ
ラ
ン
を
立
て
な
い
か
。

　
　
　自
然
災
害
等
の
緊
急
時
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
防

護
計
画
等
を
定
め
て
対
応
し
て
い
る
。
ク

マ
を
は
じ
め
と
す
る
野
生
動
物
の
出
没
に

際
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
防
護
計
画
等
に
準

じ
て
対
応
し
て
お
り
、
学
校
ま
た
は
、
教

育
委
員
会
の
判
断
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ

て
保
護
者
送
迎
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用

料
金
﹂
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

答

答 答

市
内
観
光
施
策
に
つ
い
て
問
う

星　　直樹

答
　
　各
関
係
団
体
の
主
体
的
な

取
組
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く

問

問
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　市
は
エ
ン
ジ
ン
不
良
等
で
不
要
と

な
っ
た
除
雪
車
や
公
用
車
を
公
募
型
見
積

合
わ
せ
に
よ
り
売
却
し
た
。
競
売
品
で
あ

る
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
最
低
見
積
価
格

を
４
５
，
１
０
０
円
と
し
た
が
、
実
際
は

８
０
０
万
円
以
上
で
売
却
さ
れ
た
。
市
の

最
低
見
積
価
格
の
算
出
方
法
は
で
た
ら
め

で
は
な
い
か
。

　
　
　最
低
見
積
価
格
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た
金
額

に
、
当
該
車
両
を
使
用
す
る
う
え
で
必
要

と
な
る
補
修
費
用
を
差
し
引
き
、
算
出
し

て
い
る
。
　

　た
だ
し
、
補
修
費
用
が
高
額
と
な
り
、

国
土
交
通
省
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た
金

額
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
残
存
価
格
が
ゼ

ロ
以
下
と
な
る
こ
と
か
ら
、
有
価
物
と
し

て
売
却
し
た
場
合
の
金
額
を
最
低
見
積
価

格
と
し
て
い
る
。

最
低
見
積
価
格
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
問
う

大平　栄治

答
　
　国
土
交
通
省
の
基
準
に
よ

り
算
出
し
た

　
　
　市
は
10
月
21
日
に
訴
訟
費
用
１
０

０
万
円
を
専
決
処
分
し
た
。
答
弁
書
提
出

期
限
は
11
月
27
日
で
あ
り
、
そ
の
間
１
カ

月
以
上
も
あ
り
、
議
会
を
開
く
間
が
な
か

っ
た
と
は
い
え
な
い
。
し
て
は
な
ら
な
い

専
決
処
分
で
あ
る
が
ど
う
か
。

　　
　
　当
該
専
決
処
分
に
よ
る
予
算
補
正

に
つ
い
て
は
、
適
切
に
判
断
し
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　市
は
細
野
区
長
に
平
成
29
年
11
月

に
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
無
償
譲
渡
し

た
。総
務
文
教
委
員
会
で
も
調
査
し
た
が
、

平
成
30
年
度
に
除
雪
し
た
の
は
民
間
工
場

の
駐
車
場
で
公
益
上
の
必
要
性
は
全
く
な

く
、
法
律
に
反
す
る
市
有
財
産
違
法
譲
渡

が
明
白
と
な
っ
た
。
市
長
は
ど
う
責
任
を

取
る
の
か
。

　
　
　訴
訟
に
関
係
す
る
内
容
と
な
る
た

め
、
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

答答

問

問問

答

問

　
　１

　ど
こ
の
教
室
に
い
て
も
児

童
・
生
徒
が
学
習
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
な
く
学
べ
る
よ
う
、
特
別
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

２

　英
語
検
定
・
漢
字
検
定
・
数
学
検
定

に
お
い
て
、
生
徒
が
費
用
を
気
に
せ
ず
、

検
定
を
受
検
で
き
る
よ
う
に
検
定
費
用
の

助
成
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

３

　ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
洋
式
ト
イ
レ
で

生
活
を
し
て
い
る
。
災
害
時
に
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
も
沢
山
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
小
・
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ

を
早
急
に
１
０
０
％
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

答

　
　１

　今
年
度
、
全
て
の
普
通
教
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
学
校

か
ら
は
学
習
効
率
が
格
段
に
上
が
っ
た
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
特
別
教
室
に
つ

い
て
も
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
計

画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
問
う

星野みゆき

答
　
　快
適
な
学
習
環
境
整
備
の

た
め
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く

２

　英
語
検
定
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
み
、
英
語
教
育
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
検
定
の
受
検
が

英
語
に
関
心
を
持
ち
、
学
習
意
欲
を
向
上

さ
せ
る
良
い
機
会
と
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
英
語
検
定
受
検
料
の
助

成
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

３

　現
代
の
家
庭
環
境
に
あ
わ
せ
て
洋
式

化
す
る
こ
と
で
、
排
泄
を
我
慢
す
る
こ
と

も
減
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
こ

と
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
平
成
29
年
度
以

降
、
校
舎
大
規
模
改
修
を
行
っ
た
学
校
及

び
今
後
予
定
し
て
い
る
学
校
に
つ
い
て

は
、全
て
洋
式
化
を
進
め
て
い
る
。
な
お
、

そ
れ
以
前
に
大
規
模
改
修
を
行
っ
た
学
校

の
中
で
、
洋
式
化
率
が
低
い
学
校
に
つ
い

て
も
、
順
次
、
洋
式
化
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
配
置
﹂﹁
防
災
授
業
の
必
要
性
﹂

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

答 問

　
　
　魚
沼
市
が
国
や
県
が
示
す
有
利
な

支
援
策
や
補
助
金
を
受
け
、
幼
児
保
育
を

進
め
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
を
図
る
た
め

に
は
、
民
間
保
育
園
で
な
け
れ
ば
受
け
ら

れ
な
い
支
援
策
も
多
く
、
も
は
や
民
営
化

へ
の
移
行
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
こ
ろ
ま

で
き
て
い
る
。
ま
た
、
自
由
裁
量
の
部
分

が
拡
大
し
、
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保

育
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か

ら
、
保
育
園
民
営
化
を
広
く
市
民
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

１

　公
立
保
育
園
民
営
化
計
画
検
討
委
員

会
で
の
検
討
結
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

２

　教
育
委
員
会
部
局
内
の
検
討
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。
計
画
の
公
表
や

市
民
説
明
会
の
開
催
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

　
　
　１

　民
営
化
に
つ
い
て
賛
否
両
論

が
あ
っ
た
。保
護
者
の
不
安
を
取
り
除
く
、

保
育
の
質
の
低
下
を
招
か
な
い
等
、
民
営

市
立
保
育
園
の
民
営
化
を
問
う

佐藤　　肇

答
　
　来
年
度
末
ま
で
に
具
体
的

な
計
画
を
ま
と
め
た
い

化
を
行
う
場
合
の
留
意
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

２

　平
成
30
年
度
か
ら
、魚
沼
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
の
中
に
専
門
部
会
を
設
け
、

統
廃
合
・
民
営
化
に
つ
い
て
の
検
討
を
開

始
し
た
。
今
年
度
末
の
「
第
二
期
魚
沼
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策

定
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
専
門
部
会
で
統

廃
合
・
民
営
化
に
か
か
る
再
編
計
画
の
案

を
つ
く
る
予
定
で
あ
る
。令
和
２
年
度
は
、

こ
の
案
を
も
と
に
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
、
令
和
２
年
度
末
に
は
公
立
保
育

園
等
再
編
の
具
体
的
な
計
画
を
ま
と
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問答

答
　
　学
校
の
ニ
ー
ズ
や
近
隣
自
治

体
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る

　
　
　教
員
の
多
忙
の
状
況
は
全
国
的
な

課
題
で
あ
る
が
、
魚
沼
市
で
は
４
割
以
上

の
小
中
学
校
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
が
60

時
間
を
超
え
て
い
る
。
公
立
学
校
の
教
員

は
法
制
度
に
よ
っ
て
、
超
過
勤
務
手
当
が

支
給
さ
れ
な
い
。
多
忙
化
解
消
の
一
施
策

と
し
て
、
市
独
自
に
事
務
作
業
補
助
な
ど

が
で
き
る
「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
」
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。
制
度
的
、

財
政
的
に
も
配
置
可
能
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　現
状
と
し
て
、
小
中
学
校
へ
の
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配
置
の
予
定

は
な
い
が
、
教
員
の
多
忙
解
消
の
観
点
か

ら
も
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
は
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
の
ニ

ー
ズ
や
近
隣
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
配
置
を
検
討
す
る
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
つ
い
て
問
う

高野甲子雄

魚
野
川
の
水
防
対
策
に
つ
い
て

　
　
　小
出
地
区
の
魚
野
川
中
州
の
立

木
、
土
石
の
除
去
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　河
川
敷
内
の
樹
木
に
つ
い
て
は
、

伊
米
ヶ
崎
地
区
区
長
会
や
宇
賀
地
自
治
連

合
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
毎
年
、
信
濃

川
河
川
事
務
所
に
対
し
、
伐
採
の
要
望
を

し
て
い
る
。
信
濃
川
河
川
事
務
所
に
お
い

て
は
、
信
濃
川
、
魚
野
川
全
体
の
優
先
順

位
を
つ
け
な
が
ら
伐
採
や
河
道
掘
削
を
行

っ
て
お
り
、
本
市
に
関
係
す
る
箇
所
と
し

て
本
年
は
、
古
新
田
地
区
、
新
道
島
地
区
、

和
南
津
地
区
等
で
樹
木
の
伐
採
を
、
水
無

川
と
の
合
流
部
、
青
島
大
橋
の
上
流
部
及

び
川
口
和
南
津
地
区
で
河
道
掘
削
を
実
施

し
て
い
る
。
近
年
の
異
常
降
雨
に
対
応
す

る
た
め
、
河
川
の
維
持
管
理
予
算
の
確
保

に
つ
い
て
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

答 問

答 問
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　市
は
エ
ン
ジ
ン
不
良
等
で
不
要
と

な
っ
た
除
雪
車
や
公
用
車
を
公
募
型
見
積

合
わ
せ
に
よ
り
売
却
し
た
。
競
売
品
で
あ

る
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
最
低
見
積
価
格

を
４
５
，
１
０
０
円
と
し
た
が
、
実
際
は

８
０
０
万
円
以
上
で
売
却
さ
れ
た
。
市
の

最
低
見
積
価
格
の
算
出
方
法
は
で
た
ら
め

で
は
な
い
か
。

　
　
　最
低
見
積
価
格
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た
金
額

に
、
当
該
車
両
を
使
用
す
る
う
え
で
必
要

と
な
る
補
修
費
用
を
差
し
引
き
、
算
出
し

て
い
る
。
　

　た
だ
し
、
補
修
費
用
が
高
額
と
な
り
、

国
土
交
通
省
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た
金

額
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
残
存
価
格
が
ゼ

ロ
以
下
と
な
る
こ
と
か
ら
、
有
価
物
と
し

て
売
却
し
た
場
合
の
金
額
を
最
低
見
積
価

格
と
し
て
い
る
。

最
低
見
積
価
格
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
問
う

大平　栄治

答
　
　国
土
交
通
省
の
基
準
に
よ

り
算
出
し
た

　
　
　市
は
10
月
21
日
に
訴
訟
費
用
１
０

０
万
円
を
専
決
処
分
し
た
。
答
弁
書
提
出

期
限
は
11
月
27
日
で
あ
り
、
そ
の
間
１
カ

月
以
上
も
あ
り
、
議
会
を
開
く
間
が
な
か

っ
た
と
は
い
え
な
い
。
し
て
は
な
ら
な
い

専
決
処
分
で
あ
る
が
ど
う
か
。

　　
　
　当
該
専
決
処
分
に
よ
る
予
算
補
正

に
つ
い
て
は
、
適
切
に
判
断
し
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
　市
は
細
野
区
長
に
平
成
29
年
11
月

に
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
無
償
譲
渡
し

た
。総
務
文
教
委
員
会
で
も
調
査
し
た
が
、

平
成
30
年
度
に
除
雪
し
た
の
は
民
間
工
場

の
駐
車
場
で
公
益
上
の
必
要
性
は
全
く
な

く
、
法
律
に
反
す
る
市
有
財
産
違
法
譲
渡

が
明
白
と
な
っ
た
。
市
長
は
ど
う
責
任
を

取
る
の
か
。

　
　
　訴
訟
に
関
係
す
る
内
容
と
な
る
た

め
、
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

答答

問

問問

答

問

　
　１

　ど
こ
の
教
室
に
い
て
も
児

童
・
生
徒
が
学
習
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
な
く
学
べ
る
よ
う
、
特
別
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

２

　英
語
検
定
・
漢
字
検
定
・
数
学
検
定

に
お
い
て
、
生
徒
が
費
用
を
気
に
せ
ず
、

検
定
を
受
検
で
き
る
よ
う
に
検
定
費
用
の

助
成
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

３

　ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
洋
式
ト
イ
レ
で

生
活
を
し
て
い
る
。
災
害
時
に
避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
も
沢
山
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
小
・
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ

を
早
急
に
１
０
０
％
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

答

　
　１

　今
年
度
、
全
て
の
普
通
教
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
学
校

か
ら
は
学
習
効
率
が
格
段
に
上
が
っ
た
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
特
別
教
室
に
つ

い
て
も
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
計

画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
問
う

星野みゆき

答
　
　快
適
な
学
習
環
境
整
備
の

た
め
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く

２

　英
語
検
定
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
み
、
英
語
教
育
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
検
定
の
受
検
が

英
語
に
関
心
を
持
ち
、
学
習
意
欲
を
向
上

さ
せ
る
良
い
機
会
と
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
英
語
検
定
受
検
料
の
助

成
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

３

　現
代
の
家
庭
環
境
に
あ
わ
せ
て
洋
式

化
す
る
こ
と
で
、
排
泄
を
我
慢
す
る
こ
と

も
減
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
こ

と
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
平
成
29
年
度
以

降
、
校
舎
大
規
模
改
修
を
行
っ
た
学
校
及

び
今
後
予
定
し
て
い
る
学
校
に
つ
い
て

は
、全
て
洋
式
化
を
進
め
て
い
る
。
な
お
、

そ
れ
以
前
に
大
規
模
改
修
を
行
っ
た
学
校

の
中
で
、
洋
式
化
率
が
低
い
学
校
に
つ
い

て
も
、
順
次
、
洋
式
化
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

※

こ
の
ほ
か
、﹁
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
配
置
﹂﹁
防
災
授
業
の
必
要
性
﹂

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

答 問

　
　
　魚
沼
市
が
国
や
県
が
示
す
有
利
な

支
援
策
や
補
助
金
を
受
け
、
幼
児
保
育
を

進
め
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
を
図
る
た
め

に
は
、
民
間
保
育
園
で
な
け
れ
ば
受
け
ら

れ
な
い
支
援
策
も
多
く
、
も
は
や
民
営
化

へ
の
移
行
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
こ
ろ
ま

で
き
て
い
る
。
ま
た
、
自
由
裁
量
の
部
分

が
拡
大
し
、
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保

育
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か

ら
、
保
育
園
民
営
化
を
広
く
市
民
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

１

　公
立
保
育
園
民
営
化
計
画
検
討
委
員

会
で
の
検
討
結
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

２

　教
育
委
員
会
部
局
内
の
検
討
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。
計
画
の
公
表
や

市
民
説
明
会
の
開
催
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

　
　
　１

　民
営
化
に
つ
い
て
賛
否
両
論

が
あ
っ
た
。保
護
者
の
不
安
を
取
り
除
く
、

保
育
の
質
の
低
下
を
招
か
な
い
等
、
民
営

市
立
保
育
園
の
民
営
化
を
問
う

佐藤　　肇

答
　
　来
年
度
末
ま
で
に
具
体
的

な
計
画
を
ま
と
め
た
い

化
を
行
う
場
合
の
留
意
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

２

　平
成
30
年
度
か
ら
、魚
沼
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
の
中
に
専
門
部
会
を
設
け
、

統
廃
合
・
民
営
化
に
つ
い
て
の
検
討
を
開

始
し
た
。
今
年
度
末
の
「
第
二
期
魚
沼
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策

定
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
専
門
部
会
で
統

廃
合
・
民
営
化
に
か
か
る
再
編
計
画
の
案

を
つ
く
る
予
定
で
あ
る
。令
和
２
年
度
は
、

こ
の
案
を
も
と
に
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
、
令
和
２
年
度
末
に
は
公
立
保
育

園
等
再
編
の
具
体
的
な
計
画
を
ま
と
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問答

答
　
　学
校
の
ニ
ー
ズ
や
近
隣
自
治

体
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る

　
　
　教
員
の
多
忙
の
状
況
は
全
国
的
な

課
題
で
あ
る
が
、
魚
沼
市
で
は
４
割
以
上

の
小
中
学
校
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
が
60

時
間
を
超
え
て
い
る
。
公
立
学
校
の
教
員

は
法
制
度
に
よ
っ
て
、
超
過
勤
務
手
当
が

支
給
さ
れ
な
い
。
多
忙
化
解
消
の
一
施
策

と
し
て
、
市
独
自
に
事
務
作
業
補
助
な
ど

が
で
き
る
「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
」
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。
制
度
的
、

財
政
的
に
も
配
置
可
能
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　現
状
と
し
て
、
小
中
学
校
へ
の
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配
置
の
予
定

は
な
い
が
、
教
員
の
多
忙
解
消
の
観
点
か

ら
も
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
は
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
の
ニ

ー
ズ
や
近
隣
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
配
置
を
検
討
す
る
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
つ
い
て
問
う

高野甲子雄

魚
野
川
の
水
防
対
策
に
つ
い
て

　
　
　小
出
地
区
の
魚
野
川
中
州
の
立

木
、
土
石
の
除
去
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　河
川
敷
内
の
樹
木
に
つ
い
て
は
、

伊
米
ヶ
崎
地
区
区
長
会
や
宇
賀
地
自
治
連

合
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
毎
年
、
信
濃

川
河
川
事
務
所
に
対
し
、
伐
採
の
要
望
を

し
て
い
る
。
信
濃
川
河
川
事
務
所
に
お
い

て
は
、
信
濃
川
、
魚
野
川
全
体
の
優
先
順

位
を
つ
け
な
が
ら
伐
採
や
河
道
掘
削
を
行

っ
て
お
り
、
本
市
に
関
係
す
る
箇
所
と
し

て
本
年
は
、
古
新
田
地
区
、
新
道
島
地
区
、

和
南
津
地
区
等
で
樹
木
の
伐
採
を
、
水
無

川
と
の
合
流
部
、
青
島
大
橋
の
上
流
部
及

び
川
口
和
南
津
地
区
で
河
道
掘
削
を
実
施

し
て
い
る
。
近
年
の
異
常
降
雨
に
対
応
す

る
た
め
、
河
川
の
維
持
管
理
予
算
の
確
保

に
つ
い
て
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

答 問

答 問
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　１

　「Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ （
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）」
と
は
、
国
連
主
導
で
２
０

３
０
年
ま
で
に
達
成
を
目
指
す
国
際
的
な

目
標
で
あ
り
、
国
内
で
も
取
組
が
始
ま
っ

て
い
る
。当
市
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

２

　「国
連
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
９
」
で
の
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

少
女
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
の
演

説
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
多
く
の
国
家
や
地
方
都
市
で
気
候
非

常
事
態
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。
当
市
も
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

３

　ロ
ー
マ
教
皇
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

核
兵
器
使
用
・
保
有
の
恐
怖
を
訴
え
た
。

中
学
生
を
広
島
平
和
記
念
式
典
に
派
遣

し
、
そ
し
て
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ

て
い
る
魚
沼
市
と
し
て
、
応
え
る
べ
き
言

葉
は
あ
る
か
。

　
　
　１

　世
界
共
通
の
達
成
目
標
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
地
域
課
題

を
解
決
す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
そ
の
理

﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︵
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︶
﹂の
取
組
に
つ
い
て
問
う

本田　　篤

答
　
　地
域
課
題
を
解
決
す
る
手
段

と
し
て
活
用
の
検
討
を
始
め
た

念
を
活
用
す
る
た
め
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

２

　市
で
は
今
の
と
こ
ろ
「
気
候
非
常
事

態
宣
言
」
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
た
め
、

自
然
環
境
都
市
と
し
て
、
省
エ
ネ
・
低
炭

素
型
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
行
動
な
ど
、

温
暖
化
対
策
に
資
す
る
あ
ら
ゆ
る
「
賢
い

選
択
」
を
促
す
国
民
運
動
「
ク
ー
ル
チ
ョ

イ
ス
」
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

３

　平
和
を
守
り
続
け
る
こ
と
及
び
こ
れ

か
ら
の
未
来
を
担
う
青
少
年
へ
の
教
育
の

重
要
性
に
つ
い
て
強
く
認
識
し
て
い
る
。

平
成
22
年
度
か
ら
、
市
内
各
中
学
校
の
代

表
生
徒
１
名
ず
つ
を
広
島
平
和
記
念
式
典

へ
派
遣
し
て
い
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き

こ
の
取
組
を
継
続
し
、
機
会
あ
る
ご
と
に

子
ど
も
た
ち
や
市
民
の
皆
様
へ
平
和
の
大

切
さ
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
く
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
青

少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
く
。

問答

　
　
　１

　ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
多

数
発
生
し
た
。
車
に
よ
る
巡
回
警
戒
を
実

施
し
た
が
、
目
的
と
効
果
は
何
か
。

２

　モ
ー
ド
切
替
に
よ
り
モ
ノ
ク
ロ
の
画

面
に
発
熱
体
を
赤
で
表
示
で
き
対
象
物
確

認
が
容
易
な
サ
ー
マ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
ま
た

は
、
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
で
ク

マ
を
捜
索
し
駆
除
等
す
る
こ
と
は
検
討
し

な
か
っ
た
か
。

３

　対
策
に
つ
い
て
環
境
省
の
「
ク
マ
類

出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を
参
考
に

し
た
か
。

４

　鳥
獣
被
害
対
策
実
施
を
担
う
狩
猟
者

及
び
そ
の
他
の
人
材
育
成
等
に
鳥
獣
被
害

防
止
総
合
対
策
交
付
金
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

５

　内
容
に
人
身
被
害
対
策
を
強
く
盛
り

込
み
、
魚
沼
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
改

定
す
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　１

　職
員
に
よ
る
巡
回
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
防
止
計
画
の
改
正
を
問
う

富永三千敏

答
　
　本
市
の
被
害
状
況
を
勘
案
し
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る

は
、
ク
マ
目
撃
情
報
を
得
て
、
住
民
へ
の

注
意
喚
起
を
目
的
に
実
施
し
た
。

２

　ド
ロ
ー
ン
等
に
よ
る
上
空
か
ら
の
監

視
も
検
討
し
た
が
、
ど
こ
に
出
没
す
る
か

分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
効
果
的
で
は

な
い
と
判
断
し
、今
回
の
対
応
と
な
っ
た
。

３

　ク
マ
の
個
体
目
撃
、
足
跡
、
食
痕
、

フ
ン
な
ど
の
形
跡
発
見
通
報
に
関
し
て
当

該
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
対
応
し
て
い
る
。

４

　交
付
金
を
活
用
し
、
猟
友
会
を
対
象

と
し
た
研
修
と
し
て
、
被
害
対
策
集
落
環

境
学
習
会
や
、
電
気
柵
設
置
指
導
の
勉
強

会
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

５

　ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
捕
獲
に
つ
い
て

は
、
予
察
の
ほ
か
、
人
的
被
害
の
防
止
を

最
優
先
と
し
、
新
潟
県
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
管

理
計
画
に
基
づ
き
、
追
い
払
い
、
必
要
最

小
限
の
捕
獲
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、本
市
の
被
害
状
況
を
勘
案
し
た
中
で
、

内
容
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
。

答 問

　
　
　昨
年
度
ま
で
70
歳
以
上
を
対
象
と

し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
の

経
過
措
置
が
５
年
間
延
長
さ
れ
た
。
当
市

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
５
年
間
の
接
種
率

と
、
未
実
施
者
数
は
ど
の
程
度
か
。

　　
　
　接
種
率
は
、
平
成
26
年
度
が
約
51

％
、
平
成
27
年
度
が
約
46
％
、
平
成
28
年

度
が
約
42
％
、
平
成
29
年
度
が
約
45
％
、

平
成
30
年
度
が
約
42
％
で
あ
り
、
現
時
点

で
の
未
接
種
者
数
に
つ
い
て
は
、
個
人
的

に
任
意
接
種
を
行
っ
た
方
を
把
握
で
き
な

い
た
め
、
正
確
な
人
数
で
は
な
い
が
、
６
，

６
０
０
人
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　再
通
知
は
し
て
い
る
か
。

　
　
　個
別
に
受
診
勧
奨
の
案
内
を
送
付

し
て
い
る
が
、再
通
知
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
　子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
平
成
30

年
度
及
び
令
和
元
年
度
の
対
象
者
数
と
接

種
率
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
　平
成
30
年
度
の
対
象
者
数
は
２
，

１
８
８
人
、
令
和
元
年
度
は
２
，
０
８
７

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
へ
の
再
通
知
は
行
っ
て
い
る
か

渡辺　一美

答
　
　未
接
種
者
へ
の
再
通
知
は

行
っ
て
い
な
い人

、
接
種
率
は
い
ず
れ
も
０
・
０
５
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　定
期
接
種
で
あ
る
こ
と
を
対
象
者

へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　現
時
点
で
は
、
積
極
的
な
接
種
勧

奨
の
一
時
差
し
控
え
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
案

内
に
留
め
て
い
る
。

　
　
　熊
の
出
没
で
学
校
等
へ
の
送
迎
が

保
護
者
の
大
き
な
負
担
と
な
り
、「
代
わ

り
に
送
迎
を
お
願
い
で
き
る
制
度
が
あ
れ

ば
助
か
る
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
身

近
な
地
域
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制

度
は
必
要
で
あ
る
。
こ
の
制
度
が
さ
ら
に

魚
沼
市
の
子
育
て
支
援
と
し
て
活
用
さ
れ

る
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
実
態
調
査

を
行
い
、
提
供
会
員
の
確
保
や
利
用
料
金

の
助
成
等
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、

利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問問問 答答答

問 問答答

　
　
　新
潟
県
の
「
行
財
政
改
革
」
行
動

計
画
で
は
、
次
の
削
減
対
象
が
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

①

　県
職
員
の
人
件
費
削
減
。
こ
れ
は
、

県
庁
職
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
立
高
校
教

職
員
、
市
町
村
立
学
校
教
職
員
、
県
立
病

院
職
員
は
も
と
よ
り
、
公
務
員
給
与
を
基

準
と
す
る
民
間
企
業
の
従
業
員
に
も
波
及

す
る
恐
れ
が
あ
る
。

②

　財
政
危
機
を
理
由
に
、へ
き
地
医
療
・

救
急
医
療
・
な
ど
不
採
算
部
門
を
担
う
県

立
病
院
を
再
編
・
統
合
を
国
と
合
わ
せ
ダ

ブ
ル
で
行
お
う
と
し
て
い
る
。

③

　県
単
補
助
金
で
は
、「
商
工
団
体
補

助
金
」「
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
事
業
補
助
金
」「
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
」「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

事
業
」「
地
方
バ
ス
路
線
補
助
」
な
ど
。

　そ
こ
で
、県
の
無
謀
な
「
行
財
政
改
革
」

を
行
わ
せ
な
い
よ
う
魚
沼
市
長
と
し
て
行

動
を
と
れ
な
い
か
。

県
の
無
謀
な
﹁
行
政
改
革
﹂を
止
め
さ
せ
よ

大屋　角政

答
　
　県
市
長
会
と
連
携
し
、
特

段
の
配
慮
を
求
め
て
い
く

　
　
　令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
「
新
潟

県
行
財
政
改
革
行
動
計
画
」に
つ
い
て
は
、

収
支
の
均
衡
及
び
基
金
残
高
の
確
保
な

ど
、
そ
の
内
容
は
県
財
政
の
現
状
を
色
濃

く
反
映
し
、
継
続
可
能
な
県
政
の
実
現
に

向
け
た
非
常
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
、
現
時
点
で

は
、
県
か
ら
行
動
計
画
に
基
づ
く
具
体
的

な
措
置
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。

　当
面
は
、
県
市
長
会
と
連
携
を
図
る
な

ど
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
極

力
出
な
い
よ
う
、
県
に
対
し
て
特
段
の
配

慮
を
求
め
て
い
き
た
い
。
　

問

答

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　１

　「Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ （
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）」
と
は
、
国
連
主
導
で
２
０

３
０
年
ま
で
に
達
成
を
目
指
す
国
際
的
な

目
標
で
あ
り
、
国
内
で
も
取
組
が
始
ま
っ

て
い
る
。当
市
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

２

　「国
連
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
・
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
９
」
で
の
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

少
女
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
の
演

説
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
多
く
の
国
家
や
地
方
都
市
で
気
候
非

常
事
態
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。
当
市
も
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

３

　ロ
ー
マ
教
皇
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

核
兵
器
使
用
・
保
有
の
恐
怖
を
訴
え
た
。

中
学
生
を
広
島
平
和
記
念
式
典
に
派
遣

し
、
そ
し
て
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ

て
い
る
魚
沼
市
と
し
て
、
応
え
る
べ
き
言

葉
は
あ
る
か
。

　
　
　１

　世
界
共
通
の
達
成
目
標
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
地
域
課
題

を
解
決
す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
そ
の
理

﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︵
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︶
﹂の
取
組
に
つ
い
て
問
う

本田　　篤

答
　
　地
域
課
題
を
解
決
す
る
手
段

と
し
て
活
用
の
検
討
を
始
め
た

念
を
活
用
す
る
た
め
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

２

　市
で
は
今
の
と
こ
ろ
「
気
候
非
常
事

態
宣
言
」
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
た
め
、

自
然
環
境
都
市
と
し
て
、
省
エ
ネ
・
低
炭

素
型
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
行
動
な
ど
、

温
暖
化
対
策
に
資
す
る
あ
ら
ゆ
る
「
賢
い

選
択
」
を
促
す
国
民
運
動
「
ク
ー
ル
チ
ョ

イ
ス
」
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

３

　平
和
を
守
り
続
け
る
こ
と
及
び
こ
れ

か
ら
の
未
来
を
担
う
青
少
年
へ
の
教
育
の

重
要
性
に
つ
い
て
強
く
認
識
し
て
い
る
。

平
成
22
年
度
か
ら
、
市
内
各
中
学
校
の
代

表
生
徒
１
名
ず
つ
を
広
島
平
和
記
念
式
典

へ
派
遣
し
て
い
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き

こ
の
取
組
を
継
続
し
、
機
会
あ
る
ご
と
に

子
ど
も
た
ち
や
市
民
の
皆
様
へ
平
和
の
大

切
さ
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
く
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
青

少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
く
。

問答

　
　
　１

　ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
多

数
発
生
し
た
。
車
に
よ
る
巡
回
警
戒
を
実

施
し
た
が
、
目
的
と
効
果
は
何
か
。

２

　モ
ー
ド
切
替
に
よ
り
モ
ノ
ク
ロ
の
画

面
に
発
熱
体
を
赤
で
表
示
で
き
対
象
物
確

認
が
容
易
な
サ
ー
マ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
ま
た

は
、
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
で
ク

マ
を
捜
索
し
駆
除
等
す
る
こ
と
は
検
討
し

な
か
っ
た
か
。

３

　対
策
に
つ
い
て
環
境
省
の
「
ク
マ
類

出
没
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を
参
考
に

し
た
か
。

４

　鳥
獣
被
害
対
策
実
施
を
担
う
狩
猟
者

及
び
そ
の
他
の
人
材
育
成
等
に
鳥
獣
被
害

防
止
総
合
対
策
交
付
金
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

５

　内
容
に
人
身
被
害
対
策
を
強
く
盛
り

込
み
、
魚
沼
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
改

定
す
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　１

　職
員
に
よ
る
巡
回
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
防
止
計
画
の
改
正
を
問
う

富永三千敏

答
　
　本
市
の
被
害
状
況
を
勘
案
し
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る

は
、
ク
マ
目
撃
情
報
を
得
て
、
住
民
へ
の

注
意
喚
起
を
目
的
に
実
施
し
た
。

２

　ド
ロ
ー
ン
等
に
よ
る
上
空
か
ら
の
監

視
も
検
討
し
た
が
、
ど
こ
に
出
没
す
る
か

分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
効
果
的
で
は

な
い
と
判
断
し
、今
回
の
対
応
と
な
っ
た
。

３

　ク
マ
の
個
体
目
撃
、
足
跡
、
食
痕
、

フ
ン
な
ど
の
形
跡
発
見
通
報
に
関
し
て
当

該
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
対
応
し
て
い
る
。

４

　交
付
金
を
活
用
し
、
猟
友
会
を
対
象

と
し
た
研
修
と
し
て
、
被
害
対
策
集
落
環

境
学
習
会
や
、
電
気
柵
設
置
指
導
の
勉
強

会
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

５

　ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
捕
獲
に
つ
い
て

は
、
予
察
の
ほ
か
、
人
的
被
害
の
防
止
を

最
優
先
と
し
、
新
潟
県
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
管

理
計
画
に
基
づ
き
、
追
い
払
い
、
必
要
最

小
限
の
捕
獲
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、本
市
の
被
害
状
況
を
勘
案
し
た
中
で
、

内
容
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
。

答 問

　
　
　昨
年
度
ま
で
70
歳
以
上
を
対
象
と

し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
の

経
過
措
置
が
５
年
間
延
長
さ
れ
た
。
当
市

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
５
年
間
の
接
種
率

と
、
未
実
施
者
数
は
ど
の
程
度
か
。

　　
　
　接
種
率
は
、
平
成
26
年
度
が
約
51

％
、
平
成
27
年
度
が
約
46
％
、
平
成
28
年

度
が
約
42
％
、
平
成
29
年
度
が
約
45
％
、

平
成
30
年
度
が
約
42
％
で
あ
り
、
現
時
点

で
の
未
接
種
者
数
に
つ
い
て
は
、
個
人
的

に
任
意
接
種
を
行
っ
た
方
を
把
握
で
き
な

い
た
め
、
正
確
な
人
数
で
は
な
い
が
、
６
，

６
０
０
人
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　再
通
知
は
し
て
い
る
か
。

　
　
　個
別
に
受
診
勧
奨
の
案
内
を
送
付

し
て
い
る
が
、再
通
知
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
　子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
平
成
30

年
度
及
び
令
和
元
年
度
の
対
象
者
数
と
接

種
率
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
　平
成
30
年
度
の
対
象
者
数
は
２
，

１
８
８
人
、
令
和
元
年
度
は
２
，
０
８
７

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
へ
の
再
通
知
は
行
っ
て
い
る
か

渡辺　一美

答
　
　未
接
種
者
へ
の
再
通
知
は

行
っ
て
い
な
い人

、
接
種
率
は
い
ず
れ
も
０
・
０
５
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　定
期
接
種
で
あ
る
こ
と
を
対
象
者

へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　現
時
点
で
は
、
積
極
的
な
接
種
勧

奨
の
一
時
差
し
控
え
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
案

内
に
留
め
て
い
る
。

　
　
　熊
の
出
没
で
学
校
等
へ
の
送
迎
が

保
護
者
の
大
き
な
負
担
と
な
り
、「
代
わ

り
に
送
迎
を
お
願
い
で
き
る
制
度
が
あ
れ

ば
助
か
る
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
身

近
な
地
域
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制

度
は
必
要
で
あ
る
。
こ
の
制
度
が
さ
ら
に

魚
沼
市
の
子
育
て
支
援
と
し
て
活
用
さ
れ

る
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
実
態
調
査

を
行
い
、
提
供
会
員
の
確
保
や
利
用
料
金

の
助
成
等
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、

利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問問問 答答答

問 問答答

　
　
　新
潟
県
の
「
行
財
政
改
革
」
行
動

計
画
で
は
、
次
の
削
減
対
象
が
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

①

　県
職
員
の
人
件
費
削
減
。
こ
れ
は
、

県
庁
職
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
立
高
校
教

職
員
、
市
町
村
立
学
校
教
職
員
、
県
立
病

院
職
員
は
も
と
よ
り
、
公
務
員
給
与
を
基

準
と
す
る
民
間
企
業
の
従
業
員
に
も
波
及

す
る
恐
れ
が
あ
る
。

②

　財
政
危
機
を
理
由
に
、へ
き
地
医
療
・

救
急
医
療
・
な
ど
不
採
算
部
門
を
担
う
県

立
病
院
を
再
編
・
統
合
を
国
と
合
わ
せ
ダ

ブ
ル
で
行
お
う
と
し
て
い
る
。

③

　県
単
補
助
金
で
は
、「
商
工
団
体
補

助
金
」「
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
事
業
補
助
金
」「
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
」「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

事
業
」「
地
方
バ
ス
路
線
補
助
」
な
ど
。

　そ
こ
で
、県
の
無
謀
な
「
行
財
政
改
革
」

を
行
わ
せ
な
い
よ
う
魚
沼
市
長
と
し
て
行

動
を
と
れ
な
い
か
。

県
の
無
謀
な
﹁
行
政
改
革
﹂を
止
め
さ
せ
よ

大屋　角政

答
　
　県
市
長
会
と
連
携
し
、
特

段
の
配
慮
を
求
め
て
い
く

　
　
　令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
「
新
潟

県
行
財
政
改
革
行
動
計
画
」に
つ
い
て
は
、

収
支
の
均
衡
及
び
基
金
残
高
の
確
保
な

ど
、
そ
の
内
容
は
県
財
政
の
現
状
を
色
濃

く
反
映
し
、
継
続
可
能
な
県
政
の
実
現
に

向
け
た
非
常
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
、
現
時
点
で

は
、
県
か
ら
行
動
計
画
に
基
づ
く
具
体
的

な
措
置
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。

　当
面
は
、
県
市
長
会
と
連
携
を
図
る
な

ど
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
極

力
出
な
い
よ
う
、
県
に
対
し
て
特
段
の
配

慮
を
求
め
て
い
き
た
い
。
　

問

答

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所

は
、
避
難
し
て
き
た
市
民
の
た
め
に
優
し

い
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
の
か
市
長
の
認

識
を
伺
う
。

　
　
　魚
沼
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、
避

難
所
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
、
保

健
衛
生
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
特
に

注
意
し
、
要
配
慮
者
、
女
性
や
子
育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
、
や
さ
し
い
避
難

所
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　　
　
　「魚
沼
市
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
」に
お
い
て
、

物
品
の
譲
与
ま
た
は
、
減
額
譲
渡
す
る
に

は
、 

第
６
条
第
１
項
で
「
公
益
上
の
必
要

に
基
づ
き
、
国
若
し
く
は
他
の
地
方
公
共

団
体
そ
の
他
公
共
団
体
又
は
私
人
に
物
品

を
譲
渡
す
る
と
き
」 

と
あ
り
、
物
品
の
譲

与
ま
た
は
、
減
額
譲
渡
す
る
に
は
、
公
益

上
の
必
要
性
が
条
件
だ
が
、
公
益
上
の
必

要
と
は
何
か
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　公
益
上
の
必
要
と
は
、
社
会
公
共

の
利
益
の
た
め
に
、
適
切
か
つ
有
効
な
効

果
が
期
待
で
き
る
場
合
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
　
　９
月
議
会
に
お
い
て
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
ス
キ
ー
場
施
設
無
償
貸
付
の

延
長
に
つ
い
て
、
延
長
し
た
１
年
半
の
間

に
市
と
し
て
各
ス
キ
ー
場
運
営
者
と
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
つ
も
り
か
。

　
　
　９
月
議
会
に
お
い
て
、
４
カ
所
の

市
有
ス
キ
ー
場
に
係
る
無
償
貸
付
を
議
決

い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
契
約
期
間
で
あ

る
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
そ

の
後
の
方
向
性
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
キ
ー
場
運
営
者
側
と
協
議
を
重
ね
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

問

﹁
や
さ
し
い
避
難
所
﹂
の
運
営
に
つ
い
て
問
う

大桃　　聰

問問 答

答答

答
　
　計
画
に
基
づ
き
、
﹁
や
さ
し

い
避
難
所
﹂
の
運
営
に
努
め
る

答
　
　国
や
県
の
高
齢
者
支
援
施
策

の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
す
る

　
　
　１

　加
齢
性
難
聴
で
社
会
参
加
を

控
え
、
家
に
閉
じ
こ
も
る
懸
念
が
あ
る
。

そ
れ
を
補
う
補
聴
器
は
高
額
で
負
担
が
重

い
。
購
入
費
の
助
成
を
検
討
し
な
い
か
。

２

　補
聴
器
の
聞
こ
え
を
良
く
す
る
た
め

の
磁
気
ル
ー
プ
を
公
共
施
設
に
整
備
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　１

　現
状
を
鑑
み
、
国
や
県
の
高

齢
者
支
援
に
関
す
る
施
策
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、市
の
負
担
も
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
検
討
す
る
。

２

　建
設
中
の
新
庁
舎
議
場
の
傍
聴
席
の

一
部
に
整
備
し
て
い
る
。

　
　
　１

　ご
み
処
理
事
業
は
事
業
系
の

ご
み
が
多
い
、
事
業
者
へ
の
規
制
を
強
化

し
て
ご
み
の
削
減
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

２

　エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
か
ら
出
さ
れ

る
、
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
、
一
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
公
共
施
設

で
は
最
も
多
い
。
削
減
す
る
認
識
を
伺
う

補
聴
器
の
助
成
に
つ
い
て
問
う

大平　恭児

　
　
　１

　事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
多
量

排
出
事
業
所
に
対
し
て
、
減
量
に
関
す
る

計
画
書
の
作
成
や
実
態
の
報
告
を
求
め
る

取
組
の
検
討
に
入
っ
た
段
階
で
あ
る
。

２

　多
量
排
出
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
減

量
に
関
す
る
計
画
書
作
成
や
報
告
を
求
め

る
こ
と
、
ま
た
、
家
庭
系
一
般
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
継
続
し
て

周
知
す
る
こ
と
で
削
減
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　学
校
給
食
は
児
童
生
徒
に
は
大
切

な
健
全
育
成
の
場
だ
。
一
方
、
家
計
の
中

の
教
育
費
は
負
担
も
重
い
。
食
育
や
子
育

て
支
援
の
た
め
に
、
給
食
費
の
さ
ら
な
る

助
成
と
無
償
化
を
検
討
し
な
い
か
。

　
　
　学
校
給
食
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
保
護
者
か
ら
の
負
担
を
お
願
い
し
た

い
。
な
お
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
は
、
所
得

に
応
じ
て
学
用
品
や
給
食
費
等
を
援
助
す

る
就
学
支
援
制
度
が
あ
る
ほ
か
、
生
活
保

護
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
給
食
費
の
援
助

が
あ
る
。

問問

問

答

答 答

　
　
　１

　先
般
行
わ
れ
た
中
学
生
議
会

で
も
人
口
減
少
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ

た
。
関
係
人
口
を
増
や
す
施
策
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
者
を
中
心
に
、「
ふ
る
さ

と
応
援
住
民
証
」
を
発
行
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
８
月
か
ら
開
始
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

募
集
要
項
の
内
容
は
ど
う
か
。
ま
た
、
目

標
数
値
は
あ
る
か
。

２

　１
人
１
万
円
を
魚
沼
市
で
消
費
す
る

と
し
て
、
会
員
１
万
人
で
１
億
円
の
経
済

波
及
効
果
が
見
込
め
る
。
商
工
会
等
と
連

携
し
、
応
援
住
民
を
受
け
入
れ
る
「
ふ
る

さ
と
応
援
店
舗
」
の
加
盟
店
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　１

　要
項
は
定
め
て
い
な
い
。
郷

人
会
や
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
な
ど
継
続

的
に
本
市
と
の
関
係
を
希
望
さ
れ
る
方
を

「
ふ
る
さ
と
応
援
住
民
」
と
し
て
、
住
民

証
を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
制
度

は
、
あ
く
ま
で
継
続
的
な
関
係
性
を
希
望

す
る
自
主
性
を
尊
重
し
た
取
組
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
目
標
数
値
に
つ
い
て
は
設
定
し

て
い
な
い
。

２

　す
で
に
各
商
工
会
か
ら
会
報
配
布
時

に
、
募
集
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
等
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
直
接
店
舗

を
訪
問
し
、
加
盟
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　冬
の
除
雪
作
業
が
重
労
働
で
困
っ

て
い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

中
心
市
街
地
の
空
地
を
利
活
用
し
、
高
齢

者
が
入
居
で
き
る
集
合
住
宅
を
建
設
す
る

計
画
は
な
い
か
。

　
　
　高
齢
者
の
住
ま
い
確
保
は
、
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
お
い
て
も
重
要

で
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
実

態
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
生
活
環
境
を
選
択
で
き
る
よ
う
、

既
存
公
営
住
宅
や
現
在
あ
る
資
源
の
活
用

に
努
め
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
世
帯
等
で
、
支
援
を
要
す

る
方
々
は
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
高
齢
者
向
け
集
合
住
宅
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

﹁
ふ
る
さ
と
応
援
住
民
﹂を
増
や
さ
な
い
か

問答

答

答
　
　自
主
性
を
尊
重
し
た
取
組

を
す
す
め
る

岡部　計夫

　11月11日に市立小出病院の現状と課
題について意見交換を行いました。
　厚生労働省が小出病院を「再編・統
合の議論が必要な病院」として公表し
ましたが、小出病院は、全国に先駆け
て医療再編に取り組んでおり、現在は
地域完結型医療を成熟させている段階
にあります。病院の現状について説明
を受けた後、課題として挙げられる「人
材確保」や「病床数」等について意見
交換を行いました。

議会TOPICS① 地域医療を守り続けるために

さらなる友好の発展に向けて

　協議会では、市から足立区の中学生が参加する「魚沼
自然教室」、足立区民を対象とした「足立環境ツアー」、カー
ボンオフセットなど友好自治体ならではの取組の紹介の
ほか、森林環境譲与税の活
用法として、魚沼市産材（ブ
ナ）を使った木材什器の公
共施設への設置や森林体
験・環境学習ツアーの提案
がされました。
「魚沼自然教室」で中学生が行って
いるお米詰め体験を議員の皆さん
からも挑戦してもらいました。

　魚沼市の友好自治体で
ある東京都足立区の議会
議員と魚沼市議会議員に
よる「足立・魚沼友好自
治体議員連絡協議会」が
11月5日に行われ、足立
区からは鹿浜昭議長をはじめ８人の議員と事務局職員が
魚沼市を訪れました。
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所

は
、
避
難
し
て
き
た
市
民
の
た
め
に
優
し

い
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
の
か
市
長
の
認

識
を
伺
う
。

　
　
　魚
沼
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、
避

難
所
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
、
保

健
衛
生
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
特
に

注
意
し
、
要
配
慮
者
、
女
性
や
子
育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
、
や
さ
し
い
避
難

所
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　　
　
　「魚
沼
市
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
」に
お
い
て
、

物
品
の
譲
与
ま
た
は
、
減
額
譲
渡
す
る
に

は
、 

第
６
条
第
１
項
で
「
公
益
上
の
必
要

に
基
づ
き
、
国
若
し
く
は
他
の
地
方
公
共

団
体
そ
の
他
公
共
団
体
又
は
私
人
に
物
品

を
譲
渡
す
る
と
き
」 

と
あ
り
、
物
品
の
譲

与
ま
た
は
、
減
額
譲
渡
す
る
に
は
、
公
益

上
の
必
要
性
が
条
件
だ
が
、
公
益
上
の
必

要
と
は
何
か
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　公
益
上
の
必
要
と
は
、
社
会
公
共

の
利
益
の
た
め
に
、
適
切
か
つ
有
効
な
効

果
が
期
待
で
き
る
場
合
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
　
　９
月
議
会
に
お
い
て
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
ス
キ
ー
場
施
設
無
償
貸
付
の

延
長
に
つ
い
て
、
延
長
し
た
１
年
半
の
間

に
市
と
し
て
各
ス
キ
ー
場
運
営
者
と
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
つ
も
り
か
。

　
　
　９
月
議
会
に
お
い
て
、
４
カ
所
の

市
有
ス
キ
ー
場
に
係
る
無
償
貸
付
を
議
決

い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
契
約
期
間
で
あ

る
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
そ

の
後
の
方
向
性
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
キ
ー
場
運
営
者
側
と
協
議
を
重
ね
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

問

﹁
や
さ
し
い
避
難
所
﹂
の
運
営
に
つ
い
て
問
う

大桃　　聰

問問 答

答答

答
　
　計
画
に
基
づ
き
、
﹁
や
さ
し

い
避
難
所
﹂
の
運
営
に
努
め
る

答
　
　国
や
県
の
高
齢
者
支
援
施
策

の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
す
る

　
　
　１

　加
齢
性
難
聴
で
社
会
参
加
を

控
え
、
家
に
閉
じ
こ
も
る
懸
念
が
あ
る
。

そ
れ
を
補
う
補
聴
器
は
高
額
で
負
担
が
重

い
。
購
入
費
の
助
成
を
検
討
し
な
い
か
。

２

　補
聴
器
の
聞
こ
え
を
良
く
す
る
た
め

の
磁
気
ル
ー
プ
を
公
共
施
設
に
整
備
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　１

　現
状
を
鑑
み
、
国
や
県
の
高

齢
者
支
援
に
関
す
る
施
策
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、市
の
負
担
も
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
検
討
す
る
。

２

　建
設
中
の
新
庁
舎
議
場
の
傍
聴
席
の

一
部
に
整
備
し
て
い
る
。

　
　
　１

　ご
み
処
理
事
業
は
事
業
系
の

ご
み
が
多
い
、
事
業
者
へ
の
規
制
を
強
化

し
て
ご
み
の
削
減
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

２

　エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
か
ら
出
さ
れ

る
、
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
、
一
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
公
共
施
設

で
は
最
も
多
い
。
削
減
す
る
認
識
を
伺
う

補
聴
器
の
助
成
に
つ
い
て
問
う

大平　恭児

　
　
　１

　事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
多
量

排
出
事
業
所
に
対
し
て
、
減
量
に
関
す
る

計
画
書
の
作
成
や
実
態
の
報
告
を
求
め
る

取
組
の
検
討
に
入
っ
た
段
階
で
あ
る
。

２

　多
量
排
出
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
減

量
に
関
す
る
計
画
書
作
成
や
報
告
を
求
め

る
こ
と
、
ま
た
、
家
庭
系
一
般
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
継
続
し
て

周
知
す
る
こ
と
で
削
減
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　学
校
給
食
は
児
童
生
徒
に
は
大
切

な
健
全
育
成
の
場
だ
。
一
方
、
家
計
の
中

の
教
育
費
は
負
担
も
重
い
。
食
育
や
子
育

て
支
援
の
た
め
に
、
給
食
費
の
さ
ら
な
る

助
成
と
無
償
化
を
検
討
し
な
い
か
。

　
　
　学
校
給
食
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
保
護
者
か
ら
の
負
担
を
お
願
い
し
た

い
。
な
お
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
は
、
所
得

に
応
じ
て
学
用
品
や
給
食
費
等
を
援
助
す

る
就
学
支
援
制
度
が
あ
る
ほ
か
、
生
活
保

護
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
給
食
費
の
援
助

が
あ
る
。

問問

問

答

答 答

　
　
　１

　先
般
行
わ
れ
た
中
学
生
議
会

で
も
人
口
減
少
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ

た
。
関
係
人
口
を
増
や
す
施
策
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
者
を
中
心
に
、「
ふ
る
さ

と
応
援
住
民
証
」
を
発
行
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
８
月
か
ら
開
始
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

募
集
要
項
の
内
容
は
ど
う
か
。
ま
た
、
目

標
数
値
は
あ
る
か
。

２

　１
人
１
万
円
を
魚
沼
市
で
消
費
す
る

と
し
て
、
会
員
１
万
人
で
１
億
円
の
経
済

波
及
効
果
が
見
込
め
る
。
商
工
会
等
と
連

携
し
、
応
援
住
民
を
受
け
入
れ
る
「
ふ
る

さ
と
応
援
店
舗
」
の
加
盟
店
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　１

　要
項
は
定
め
て
い
な
い
。
郷

人
会
や
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
な
ど
継
続

的
に
本
市
と
の
関
係
を
希
望
さ
れ
る
方
を

「
ふ
る
さ
と
応
援
住
民
」
と
し
て
、
住
民

証
を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
制
度

は
、
あ
く
ま
で
継
続
的
な
関
係
性
を
希
望

す
る
自
主
性
を
尊
重
し
た
取
組
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
目
標
数
値
に
つ
い
て
は
設
定
し

て
い
な
い
。

２

　す
で
に
各
商
工
会
か
ら
会
報
配
布
時

に
、
募
集
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
等
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
直
接
店
舗

を
訪
問
し
、
加
盟
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　冬
の
除
雪
作
業
が
重
労
働
で
困
っ

て
い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

中
心
市
街
地
の
空
地
を
利
活
用
し
、
高
齢

者
が
入
居
で
き
る
集
合
住
宅
を
建
設
す
る

計
画
は
な
い
か
。

　
　
　高
齢
者
の
住
ま
い
確
保
は
、
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
お
い
て
も
重
要

で
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
実

態
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
生
活
環
境
を
選
択
で
き
る
よ
う
、

既
存
公
営
住
宅
や
現
在
あ
る
資
源
の
活
用

に
努
め
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
世
帯
等
で
、
支
援
を
要
す

る
方
々
は
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
高
齢
者
向
け
集
合
住
宅
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

﹁
ふ
る
さ
と
応
援
住
民
﹂を
増
や
さ
な
い
か

問答

答

答
　
　自
主
性
を
尊
重
し
た
取
組

を
す
す
め
る

岡部　計夫

　11月11日に市立小出病院の現状と課
題について意見交換を行いました。
　厚生労働省が小出病院を「再編・統
合の議論が必要な病院」として公表し
ましたが、小出病院は、全国に先駆け
て医療再編に取り組んでおり、現在は
地域完結型医療を成熟させている段階
にあります。病院の現状について説明
を受けた後、課題として挙げられる「人
材確保」や「病床数」等について意見
交換を行いました。

議会TOPICS① 地域医療を守り続けるために

さらなる友好の発展に向けて

　協議会では、市から足立区の中学生が参加する「魚沼
自然教室」、足立区民を対象とした「足立環境ツアー」、カー
ボンオフセットなど友好自治体ならではの取組の紹介の
ほか、森林環境譲与税の活
用法として、魚沼市産材（ブ
ナ）を使った木材什器の公
共施設への設置や森林体
験・環境学習ツアーの提案
がされました。
「魚沼自然教室」で中学生が行って
いるお米詰め体験を議員の皆さん
からも挑戦してもらいました。

　魚沼市の友好自治体で
ある東京都足立区の議会
議員と魚沼市議会議員に
よる「足立・魚沼友好自
治体議員連絡協議会」が
11月5日に行われ、足立
区からは鹿浜昭議長をはじめ８人の議員と事務局職員が
魚沼市を訪れました。
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１

　調
査
事
件

細
野
地
区
へ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
譲
渡

に
つ
い
て

【
概
要
】
平
成
29
年
度
に
魚
沼
市
は
不
用

決
定
を
し
た
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
、
細

野
自
治
会
の
要
望
に
基
づ
き
無
償
譲
渡
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
除
雪
車
が
私
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り

調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
経
緯
】
平
成
29
年
５
月
10
日
、
市
長
と

の
対
話
集
会
に
て
、
細
野
区
長
か
ら
無
償

譲
渡
し
て
欲
し
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

８
月
23
日
、
市
は
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の

不
用
決
定
を
し
た
。
10
月
19
日
、
細
野
区

長
よ
り
除
雪
車
無
償
譲
渡
要
望
書
が
市
へ

提
出
さ
れ
た
。
11
月
７
日
、
市
は
細
野
自

治
会
へ
の
無
償
譲
渡
の
決
定
を
し
た
。
平

成
31
年
４
月
５
日
、
市
に
よ
る
区
長
へ
の

聞
き
取
り
調
査
及
び
現
地
確
認
を
行
っ
た
。

問

　調
査
は
区
長
だ
け
に
行
っ
た
の
か
。

ほ
か
の
役
員
や
除
雪
の
対
象
と
な
る
世
帯

か
ら
の
聞
き
取
り
は
し
な
か
っ
た
の
か
。

答

　自
治
会
長
か
ら
利
用
方
法
に
つ
い
て

の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
聞

き
取
り
は
行
っ
て
い
な
い
。

※

執
行
部
に
さ
ら
な
る
調
査
を
求
め
、
再

度
委
員
会
を
開
く
こ
と
と
し
た
。
　

１

　調
査
事
件

細
野
地
区
へ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
譲
渡

に
つ
い
て

　10
月
18
日
、
市
は
、
細
野
自
治
会
長
へ

の
聞
き
取
り
の
ほ
か
、
当
時
の
副
自
治
会

長
、
書
記
会
計
、
当
時
の
監
事
、
要
援
護

世
帯
へ
の
聞
き
取
り
を
行
な
い
、
報
告
を

受
け
た
。

問

　大
型
除
雪
車
の
操
作
は
大
変
危
険
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
除
雪
時
は
１
人

で
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
危
険
性
は
な
い

の
か
。

答

　道
路
運
送
車
両
法
上
に
規
定
す
る
部

分
は
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
。
道
路
除
雪

を
行
う
場
合
の
体
制
に
つ
い
て
も
聞
き
取

り
を
し
た
う
え
で
対
応
し
た
い
。

　さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
と
な
り
、
再
度

委
員
会
を
開
く
こ
と
と
し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
95
号

魚
沼
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

問

　若
年
層
向
け
に
給
与
を
上
げ
る
改
正

だ
が
、
対
象
と
な
る
職
員
数
は
。 

答

　行
政
職
の
給
料
表
で
は
５
級
の
途
中

ま
で
で
、
人
数
は
お
お
む
ね
34
歳
以
下
、 

１
５
６
人
に
な
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
96
〜
１
０
４
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①

　広
神
中
学
校
・
湯
之
谷
小
学
校
結
露

調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　結
露
対
策
費
用
の
見
積
も
り
比
較
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
今
後
も
調
査
す
る
こ
と

と
し
た
。

②

　市
有
バ
ス
の
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

　安
全
対
策
を
十
分
に
行
う
こ
と
を
執
行

部
に
求
め
、
調
査
を
終
了
し
た
。

③

　細
野
地
区
へ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

譲
渡
に
つ
い
て

　実
施
状
況
な
ど
の
調
査
は
終
了
す
る

が
、
委
員
よ
り
公
益
性
の
あ
る
使
用
方
法

で
は
な
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
た

め
、
委
員
会
と
し
て
引
き
続
き
調
査
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

１

　調
査
事
件

①

　う
お
ぬ
ま
元
気
ポ
イ
ン
ト
前
期
実
施

状
況
に
つ
い
て

10
月
31
日

12
月
11
日

10
月
11
日

②

　魚
沼
市
い
の
ち
を
支
え
る
自
殺
対
策

計
画
に
つ
い
て

問

　行
政
視
察
で
伺
っ
た
秋
田
市
で
は
、

３
、９
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
し
て
、

市
民
を
あ
げ
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
当
市
で
も
強
化
月
間
の
設
定
を
検
討

し
な
い
か
。

答

　今
後
検
討
し
た
い
。

③

　公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
統
合
検
証

に
つ
い
て

　そ
の
ほ
か
、
ク
マ
対
策
の
現
況
に
つ
い

て
執
行
部
か
ら
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行

っ
た
。

●
行
政
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

　各
委
員
の
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
議
長

あ
て
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。
　

１

　審
査
事
件

議
案
第
１
０
５
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

︵
魚
沼
市
守
門
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
︶

問

　５
年
間
の
指
定
管
理
料
の
推
移
は
ど

う
か
。

答

　平
成
28
年
度
か
ら
30
年
度
は
１
，
０

０
０
万
円
。平
成
27
年
度
及
び
今
年
度
は
、

灯
油
の
高
騰
に
よ
り
１
，
０
４
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

問

　施
設
の
入
込
数
推
移
は
ど
う
か
。

答

　平
成
30
年
度
は
７
，
８
４
４
人
、
う

ち
市
外
の
利
用
者
は
１
，
２
６
３
人
、
平

成
29
年
度
は
７
，
６
０
８
人
、
う
ち
市
外

利
用
者
が
９
０
９
人
で
あ
り
、
市
外
利
用

者
が
増
え
て
い
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
動
向
に
つ

い
て

②

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
業
務

委
託
に
つ
い
て

問

　プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
公
募
で
応
募

が
な
か
っ
た
原
因
は
何
だ
と
考
え
る
か
。

答

　人
員
不
足
、
委
託
業
務
の
内
容
と
委

託
料
等
に
つ
い
て
整
わ
な
か
っ
た
。今
後
、

事
業
内
容
や
必
要
に
応
じ
て
圏
域
の
見
直

し
も
含
め
、
令
和
２
年
度
中
に
方
向
性
を

出
し
た
い
。

③

　第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

④

　魚
沼
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

に
つ
い
て

問

　商
品
券
の
販
売
は
J
A
の
み
で
行
っ

た
が
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

答

　一
元
化
し
て
取
り
ま
と
め
た
方
が
効

率
が
良
い
と
い
う
判
断
で
J
A
の
み
で
行

っ
た
。

●
議
会
報
告
会
の
意
見
・
要
望
の
取
扱
い

に
つ
い
て

　当
委
員
会
に
関
す
る
14
項
目
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

１

　審
査
事
件

請
願
第
２
号

﹁
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
請
願
﹂

問

　（紹
介
議
員
に
対
す
る
質
疑
）
冬
季

観
光
を
支
え
る
ス
キ
ー
場
に
お
け
る
ゲ
レ

ン
デ
整
備
車
に
使
用
す
る
軽
油
の
免
税
に

つ
い
て
、推
進
す
る
趣
旨
は
よ
く
分
か
る
。

ほ
か
に
対
象
と
な
る
業
界
・
団
体
等
は
あ

る
か
。

答

　セ
メ
ン
ト
製
造
業
や
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
造
業
な
ど
の
業
種
が
免
税
の
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

意
見
書
案
の
調
整
を
行
っ
た
。

議
案
第
１
０
６
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

︵
魚
沼
市
大
原
山
菜
園
︶

問

　ほ
か
に
応
募
し
た
団
体
は
な
か
っ
た

か
。
指
定
管
理
料
は
い
く
ら
か
。

答

　ほ
か
に
応
募
し
た
団
体
は
な
く
、
指

定
管
理
料
は
０
円
で
あ
る
。

議
案
第
１
０
７
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

︵
福
山
峠
緑
の
ふ
る
さ
と
広
場
︶

問

　新
た
な
指
定
管
理
と
な
る
が
、
設
置

条
例
や
関
係
す
る
条
例
等
で
修
正
等
は
必

要
な
い
か
。

答

　設
置
条
例
の
修
正
は
な
い
。

議
案
第
１
０
９
号
・
１
１
０
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　そ
の
他

●
行
政
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

　各
委
員
の
意
見
を
聞
き
、
委
員
長
が
議

長
あ
て
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

●
議
会
報
告
会
の
意
見
・
要
望
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

　当
委
員
会
に
関
す
る
18
項
目
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

１

　調
査
事
件

①

　既
存
庁
舎
利
活
用
に
係
る
進

　状
況

に
つ
い
て

問

　教
育
委
員
会
は
５
月
に
堀
之
内
庁
舎

か
ら
新
庁
舎
へ
移
ら
な
い
の
か
。

答

　教
育
委
員
会
を
本
庁
舎
に
移
す
方
針

に
変
更
は
な
い
が
、
堀
之
内
の
中
心
市
街

地
の
ま
ち
づ
く
り
と
庁
舎
の
利
活
用
は
セ

11
月
19
日

11
月
11
日

12
月
12
日

12
月
５
日

12
月
13
日

市
民
福
祉
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会
報
告

産
業
建
設
委
員
会
報
告

公
共
施
設
再
編
整
備

特
別
委
員
会
報
告

ッ
ト
で
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
現
在
調
整

を
進
め
て
い
る
。

問

　広
神
庁
舎
の
１
階
を
改
修
し
て
、
文

化
財
等
展
示
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
展
示

内
容
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答

　現
在
検
討
中
で
あ
る
。

②

　入
広
瀬
地
域
の
公
共
施
設
再
編
整
備

に
つ
い
て

問

　地
域
の
中
の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
証
す
る
場
が
旧
町
村
ご
と
に
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

答

　改
修
の
時
期
等
に
合
わ
せ
、
地
域
の

方
や
関
係
者
等
か
ら
意
見
を
聞
く
機
会
を

持
つ
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
議
会
報
告
会
の
意
見
・
要
望
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

　当
委
員
会
に
関
す
る
３
項
目
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
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１

　調
査
事
件

細
野
地
区
へ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
譲
渡

に
つ
い
て

【
概
要
】
平
成
29
年
度
に
魚
沼
市
は
不
用

決
定
を
し
た
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
、
細

野
自
治
会
の
要
望
に
基
づ
き
無
償
譲
渡
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
除
雪
車
が
私
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り

調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
経
緯
】
平
成
29
年
５
月
10
日
、
市
長
と

の
対
話
集
会
に
て
、
細
野
区
長
か
ら
無
償

譲
渡
し
て
欲
し
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

８
月
23
日
、
市
は
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の

不
用
決
定
を
し
た
。
10
月
19
日
、
細
野
区

長
よ
り
除
雪
車
無
償
譲
渡
要
望
書
が
市
へ

提
出
さ
れ
た
。
11
月
７
日
、
市
は
細
野
自

治
会
へ
の
無
償
譲
渡
の
決
定
を
し
た
。
平

成
31
年
４
月
５
日
、
市
に
よ
る
区
長
へ
の

聞
き
取
り
調
査
及
び
現
地
確
認
を
行
っ
た
。

問

　調
査
は
区
長
だ
け
に
行
っ
た
の
か
。

ほ
か
の
役
員
や
除
雪
の
対
象
と
な
る
世
帯

か
ら
の
聞
き
取
り
は
し
な
か
っ
た
の
か
。

答

　自
治
会
長
か
ら
利
用
方
法
に
つ
い
て

の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
聞

き
取
り
は
行
っ
て
い
な
い
。

※

執
行
部
に
さ
ら
な
る
調
査
を
求
め
、
再

度
委
員
会
を
開
く
こ
と
と
し
た
。
　

１

　調
査
事
件

細
野
地
区
へ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
譲
渡

に
つ
い
て

　10
月
18
日
、
市
は
、
細
野
自
治
会
長
へ

の
聞
き
取
り
の
ほ
か
、
当
時
の
副
自
治
会

長
、
書
記
会
計
、
当
時
の
監
事
、
要
援
護

世
帯
へ
の
聞
き
取
り
を
行
な
い
、
報
告
を

受
け
た
。

問

　大
型
除
雪
車
の
操
作
は
大
変
危
険
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
除
雪
時
は
１
人

で
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
危
険
性
は
な
い

の
か
。

答

　道
路
運
送
車
両
法
上
に
規
定
す
る
部

分
は
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
。
道
路
除
雪

を
行
う
場
合
の
体
制
に
つ
い
て
も
聞
き
取

り
を
し
た
う
え
で
対
応
し
た
い
。

　さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
と
な
り
、
再
度

委
員
会
を
開
く
こ
と
と
し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
95
号

魚
沼
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

問

　若
年
層
向
け
に
給
与
を
上
げ
る
改
正

だ
が
、
対
象
と
な
る
職
員
数
は
。 

答

　行
政
職
の
給
料
表
で
は
５
級
の
途
中

ま
で
で
、
人
数
は
お
お
む
ね
34
歳
以
下
、 

１
５
６
人
に
な
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
96
〜
１
０
４
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①

　広
神
中
学
校
・
湯
之
谷
小
学
校
結
露

調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　結
露
対
策
費
用
の
見
積
も
り
比
較
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
今
後
も
調
査
す
る
こ
と

と
し
た
。

②

　市
有
バ
ス
の
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

　安
全
対
策
を
十
分
に
行
う
こ
と
を
執
行

部
に
求
め
、
調
査
を
終
了
し
た
。

③

　細
野
地
区
へ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

譲
渡
に
つ
い
て

　実
施
状
況
な
ど
の
調
査
は
終
了
す
る

が
、
委
員
よ
り
公
益
性
の
あ
る
使
用
方
法

で
は
な
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
た

め
、
委
員
会
と
し
て
引
き
続
き
調
査
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

１

　調
査
事
件

①

　う
お
ぬ
ま
元
気
ポ
イ
ン
ト
前
期
実
施

状
況
に
つ
い
て

10
月
31
日

12
月
11
日

10
月
11
日

②

　魚
沼
市
い
の
ち
を
支
え
る
自
殺
対
策

計
画
に
つ
い
て

問

　行
政
視
察
で
伺
っ
た
秋
田
市
で
は
、

３
、９
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
し
て
、

市
民
を
あ
げ
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
当
市
で
も
強
化
月
間
の
設
定
を
検
討

し
な
い
か
。

答

　今
後
検
討
し
た
い
。

③

　公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
統
合
検
証

に
つ
い
て

　そ
の
ほ
か
、
ク
マ
対
策
の
現
況
に
つ
い

て
執
行
部
か
ら
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行

っ
た
。

●
行
政
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

　各
委
員
の
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
議
長

あ
て
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。
　

１

　審
査
事
件

議
案
第
１
０
５
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

︵
魚
沼
市
守
門
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
︶

問

　５
年
間
の
指
定
管
理
料
の
推
移
は
ど

う
か
。

答

　平
成
28
年
度
か
ら
30
年
度
は
１
，
０

０
０
万
円
。平
成
27
年
度
及
び
今
年
度
は
、

灯
油
の
高
騰
に
よ
り
１
，
０
４
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

問

　施
設
の
入
込
数
推
移
は
ど
う
か
。

答

　平
成
30
年
度
は
７
，
８
４
４
人
、
う

ち
市
外
の
利
用
者
は
１
，
２
６
３
人
、
平

成
29
年
度
は
７
，
６
０
８
人
、
う
ち
市
外

利
用
者
が
９
０
９
人
で
あ
り
、
市
外
利
用

者
が
増
え
て
い
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　調
査
事
件

①

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
動
向
に
つ

い
て

②

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
業
務

委
託
に
つ
い
て

問

　プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
公
募
で
応
募

が
な
か
っ
た
原
因
は
何
だ
と
考
え
る
か
。

答

　人
員
不
足
、
委
託
業
務
の
内
容
と
委

託
料
等
に
つ
い
て
整
わ
な
か
っ
た
。今
後
、

事
業
内
容
や
必
要
に
応
じ
て
圏
域
の
見
直

し
も
含
め
、
令
和
２
年
度
中
に
方
向
性
を

出
し
た
い
。

③

　第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

④

　魚
沼
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

に
つ
い
て

問

　商
品
券
の
販
売
は
J
A
の
み
で
行
っ

た
が
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

答

　一
元
化
し
て
取
り
ま
と
め
た
方
が
効

率
が
良
い
と
い
う
判
断
で
J
A
の
み
で
行

っ
た
。

●
議
会
報
告
会
の
意
見
・
要
望
の
取
扱
い

に
つ
い
て

　当
委
員
会
に
関
す
る
14
項
目
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

１

　審
査
事
件

請
願
第
２
号

﹁
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
請
願
﹂

問

　（紹
介
議
員
に
対
す
る
質
疑
）
冬
季

観
光
を
支
え
る
ス
キ
ー
場
に
お
け
る
ゲ
レ

ン
デ
整
備
車
に
使
用
す
る
軽
油
の
免
税
に

つ
い
て
、推
進
す
る
趣
旨
は
よ
く
分
か
る
。

ほ
か
に
対
象
と
な
る
業
界
・
団
体
等
は
あ

る
か
。

答

　セ
メ
ン
ト
製
造
業
や
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
造
業
な
ど
の
業
種
が
免
税
の
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

意
見
書
案
の
調
整
を
行
っ
た
。

議
案
第
１
０
６
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

︵
魚
沼
市
大
原
山
菜
園
︶

問

　ほ
か
に
応
募
し
た
団
体
は
な
か
っ
た

か
。
指
定
管
理
料
は
い
く
ら
か
。

答

　ほ
か
に
応
募
し
た
団
体
は
な
く
、
指

定
管
理
料
は
０
円
で
あ
る
。

議
案
第
１
０
７
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

︵
福
山
峠
緑
の
ふ
る
さ
と
広
場
︶

問

　新
た
な
指
定
管
理
と
な
る
が
、
設
置

条
例
や
関
係
す
る
条
例
等
で
修
正
等
は
必

要
な
い
か
。

答

　設
置
条
例
の
修
正
は
な
い
。

議
案
第
１
０
９
号
・
１
１
０
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２

　そ
の
他

●
行
政
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

　各
委
員
の
意
見
を
聞
き
、
委
員
長
が
議

長
あ
て
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

●
議
会
報
告
会
の
意
見
・
要
望
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

　当
委
員
会
に
関
す
る
18
項
目
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

１

　調
査
事
件

①

　既
存
庁
舎
利
活
用
に
係
る
進

　状
況

に
つ
い
て

問

　教
育
委
員
会
は
５
月
に
堀
之
内
庁
舎

か
ら
新
庁
舎
へ
移
ら
な
い
の
か
。

答

　教
育
委
員
会
を
本
庁
舎
に
移
す
方
針

に
変
更
は
な
い
が
、
堀
之
内
の
中
心
市
街

地
の
ま
ち
づ
く
り
と
庁
舎
の
利
活
用
は
セ

11
月
19
日

11
月
11
日

12
月
12
日

12
月
５
日

12
月
13
日

市
民
福
祉
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会
報
告

産
業
建
設
委
員
会
報
告

公
共
施
設
再
編
整
備

特
別
委
員
会
報
告

ッ
ト
で
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
現
在
調
整

を
進
め
て
い
る
。

問

　広
神
庁
舎
の
１
階
を
改
修
し
て
、
文

化
財
等
展
示
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
展
示

内
容
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答

　現
在
検
討
中
で
あ
る
。

②

　入
広
瀬
地
域
の
公
共
施
設
再
編
整
備

に
つ
い
て

問

　地
域
の
中
の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
証
す
る
場
が
旧
町
村
ご
と
に
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

答

　改
修
の
時
期
等
に
合
わ
せ
、
地
域
の

方
や
関
係
者
等
か
ら
意
見
を
聞
く
機
会
を

持
つ
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
議
会
報
告
会
の
意
見
・
要
望
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

　当
委
員
会
に
関
す
る
３
項
目
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
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12
月
17
日

１

　今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

　「議
案
の
公
開
に
つ
い
て
」「
委
員
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て
」「
議

会
報
告
会
の
検
証
に
つ
い
て
」「
委
員
会

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
に

つ
い
て
」「
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

に
つ
い
て
」「
議
員
の
費
用
弁
償
に
つ
い

て
」「
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
以
上
７
件
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
、

委
員
間
で
自
由
討
議
を
行
い
検
討
の
方
向

性
を
ま
と
め
た
。

　新
庁
舎
で
は
、
録
画
や
W
i
｜
F
i
の

環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
議
場
及

び
委
員
会
室
へ
の
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
等
の
持
込
や
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
等
の
実
施
に
向
け
た
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
し
た
。

１

　令
和
元
年
度
中
学
生
議
会
に
つ
い
て

の
検
証

　11
月
27
日
に
今
年
度
対
象
校
で
あ
る
堀

之
内
中
学
校
３
年
生
に
よ
る
一
般
質
問
が

行
わ
れ
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
16
〜

18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●
質
問
内
容
が
市
の
課
題
を
的
確
に
捉
え

て
お
り
、
議
員
役
を
務
め
た
生
徒
全
員
が

再
質
問
を
行
え
た
こ
と
か
ら
、
事
前
学
習

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
伺
え
た
。

●
執
行
部
か
ら
は
、分
か
り
や
す
い
言
葉
、

簡
潔
な
答
弁
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
。

●
来
年
度
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
中
学

生
議
会
の
や
り
方
を
含
め
、
委
員
会
に
お

い
て
十
分
に
検
討
を
進
め
、
学
校
側
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
中
学
生
に
と
っ
て

有
意
義
な
中
学
生
議
会
に
な
る
よ
う
努
め

た
い
。

※
次
年
度
は
広
神
中
学
校
の
予
定
で
す
。

　市
の
課
題
や
先
進
事
例
を
調
査
す
る
た

め
、
３
常
任
委
員
会
で
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
視
察
後
は
、
各
委
員
会
に
お
い

て
意
見
集
約
し
、
行
政
へ
の
情
報
提
供
や

提
言
を
通
し
て
、
市
政
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。

　市
立
金
津
小
学
校
で
は
、
２
学
期
制
の

導
入
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
、
授
業
名
人

の
認
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　英
語
検
定
の
受
検
率
が
当
市
と
大
き
な

差
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
教
育
に
関
す
る
意

識
付
け
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

　小
松
市
は
、
自
主
防
災
組
織
結
成
率
１

０
０
％
で
、
全
て
の
町
内
で
設
置
し
て
お

り
、
実
施
評
価
を
行
い
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ

せ
て
い
る
。

　現
在
４
９
８
名
の
防
災
士
を
育
成
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
防
災
意

識
が
高
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
機
能
強
化

避
難
所
、
避
難
所
運
営
協
議
会
、
防
災
士

の
活
用
、
災
害
訓
練
対
応
表
の
作
成
は
、

当
市
で
も
研
究
す
べ
き
と
感
じ
た
。

　藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成

17
年
度
よ
り
「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」
を

合
言
葉
に
し
た
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
22
年

に
福
祉
の
拠
点
施
設
「
こ
み
っ
と
」
を
開

設
し
、
ひ
き
こ
も
り
や
不
就
労
の
方
々
が

社
会
復
帰
す
る
た
め
の
活
動
の
場
を
確
保

し
て
就
労
支
援
や
職
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
、「
弱
者
で
も
地
方
創
生
の
担

い
手
に
な
れ
る
。
町
民
だ
れ
も
が
生
涯
現

役
を
目
指
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て

活
動
し
て
い
る
。
　支
援
を
提
供
す
る
側

は
、
ひ
き
こ
も
り
要
支
援
者
の
一
人
一
人

に
寄
り
添
え
る
よ
う
、
様
々
な
支
援
メ
ニ

ュ
ー
や
、
年
代
や
男
女
の
垣
根
を
つ
く
ら

な
い
オ
ー
プ
ン
な
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。

　秋
田
市
で
は
、
平
成
19
年
か
ら
「
秋
田

市
自
殺
総
合
対
策
事
業
計
画
」を
策
定
し
、

平
成
26
年
に
議
員
発
議
に
よ
る
「
秋
田
市

民
の
心
と
い
の
ち
を
守
る
自
殺
対
策
条

例
」
を
施
行
し
、
市
民
一
人
一
人
が
い
の

ち
を
大
切
に
し
、
自
殺
予
防
対
策
の
担
い

手
と
し
て
支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
て
い
る
。

　計
画
で
は
、
自
殺
率
の
減
少
目
標
値
を

高
く
設
け
、
目
標
値
達
成
に
向
け
、
事
業

計
画
に
基
づ
く
官
民
連
携
の
支
援
事
業
を

展
開
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
検
証
す
る

仕
組
み
も
あ
る
。
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な

成
果
へ
結
び
つ
く
も
の
と
感
じ
た
。

　秩
父
地
域
は
１
市
４
町
で
策
定
し
た

「
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
も
と
、
平
成
24
年
に
設
立
し
た
秩
父
地

域
森
林
林
業
活
性
化
協
議
会
で
、
荒
川
の

下
流
26
の
自
治
体
に
呼
び
掛
け
災
害
防
止

な
ど
の
ほ
か
、
林
業
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
る
。
本
年
度
か
ら
は
姉
妹
都
市
で
あ
る

豊
島
区
と
５
カ
年
の
協
定
を
結
び
同
地
区

の
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
「
と
し
ま

の
森
」
を
作
っ
て
森
林
整
備
と
都
市
住
民

と
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　「観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
」
を
基
本

政
策
に
位
置
付
け
る
安
中
市
の
観
光
入
込

客
数
は
、
約
１
４
０
万
人
で
宿
泊
客
数
は

約
22
万
人
で
あ
る
が
、
人
口
減
少
が
急
速

に
進
む
中
、
地
域
経
済
縮
小
の
対
策
と
し

て
、
国
の
指
導
を
受
け
、
日
本
版
D
M
O

と
し
て
観
光
協
会
を
法
人
化
し
、
オ
ー
ル

安
中
で
民
間
・
自
治
体
・
住
民
が
協
働
し

て
観
光
に
よ
る
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の

拡
大
を
果
た
し
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
る
。

総
務
文
教
委
員
会

11
月
18
日 

福
井
県
あ
わ
ら
市

11
月
19
日 

石
川
県
小
松
市

市
民
福
祉
委
員
会

11
月
７
日 

秋
田
県
藤
里
町

﹁
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
﹂

﹁
学
力
向
上
の
取
組
に
つ
い
て
﹂

11
月
８
日 

秋
田
県
秋
田
市

﹁
自
殺
予
防
対
策
事
業
に
つ
い
て
﹂

秩父産木材がふんだんに活用された議場。

木のぬくもりが感じられる温かな雰囲気。

安中市観光機構事務局から観光振興に

よる地域活性化の取組を伺った。

秋田市では、3、9 月を自殺対策強化

月間と定めて周知活動に努めている。

藤里町社会福祉協議会の菊池会長から

貴重な体験談を伺った。

２学期制導入により、落ち着いた環境で学習

時間が確保されていた。

（パソコン教室にてプログラミング授業を見学）

小松市では、自主防災組織評価制度を

設けて防災対応力の向上に努めている。

先
進
地
に
学
ぶ
！ 

先
進
地
に
学
ぶ
！ 

先
進
地
に
学
ぶ
！ 

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

※

１

　D
M
O
と
は
、
観
光
物
件
、
自
然
、

食
、
芸
術
、
風
習
な
ど
当
該
地
域
に
あ
る

観
光
資
源
に
精
通
し
、
地
域
と
協
同
し
て

観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
法
人
の
こ
と
。

11
月
13
日 

群
馬
県
安
中
市

﹁
D
M
O
推
進
事
業
に
つ
い
て
﹂

※

１

﹁
地
域
防
災
力
向
上
の
取
組
に
つ
い
て
﹂

産
業
建
設
委
員
会

11
月
12
日 

埼
玉
県
秩
父
市

﹁
林
業
振
興
に
つ
い
て
﹂

11
月
22
日

議
会
改
革

特
別
委
員
会
報
告
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12
月
17
日

１

　今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

　「議
案
の
公
開
に
つ
い
て
」「
委
員
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て
」「
議

会
報
告
会
の
検
証
に
つ
い
て
」「
委
員
会

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
に

つ
い
て
」「
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

に
つ
い
て
」「
議
員
の
費
用
弁
償
に
つ
い

て
」「
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
以
上
７
件
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
、

委
員
間
で
自
由
討
議
を
行
い
検
討
の
方
向

性
を
ま
と
め
た
。

　新
庁
舎
で
は
、
録
画
や
W
i
｜
F
i
の

環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
議
場
及

び
委
員
会
室
へ
の
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
等
の
持
込
や
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
等
の
実
施
に
向
け
た
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
し
た
。

１

　令
和
元
年
度
中
学
生
議
会
に
つ
い
て

の
検
証

　11
月
27
日
に
今
年
度
対
象
校
で
あ
る
堀

之
内
中
学
校
３
年
生
に
よ
る
一
般
質
問
が

行
わ
れ
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
16
〜

18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●
質
問
内
容
が
市
の
課
題
を
的
確
に
捉
え

て
お
り
、
議
員
役
を
務
め
た
生
徒
全
員
が

再
質
問
を
行
え
た
こ
と
か
ら
、
事
前
学
習

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
伺
え
た
。

●
執
行
部
か
ら
は
、分
か
り
や
す
い
言
葉
、

簡
潔
な
答
弁
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
。

●
来
年
度
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
中
学

生
議
会
の
や
り
方
を
含
め
、
委
員
会
に
お

い
て
十
分
に
検
討
を
進
め
、
学
校
側
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
中
学
生
に
と
っ
て

有
意
義
な
中
学
生
議
会
に
な
る
よ
う
努
め

た
い
。

※

次
年
度
は
広
神
中
学
校
の
予
定
で
す
。

　市
の
課
題
や
先
進
事
例
を
調
査
す
る
た

め
、
３
常
任
委
員
会
で
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
視
察
後
は
、
各
委
員
会
に
お
い

て
意
見
集
約
し
、
行
政
へ
の
情
報
提
供
や

提
言
を
通
し
て
、
市
政
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。

　市
立
金
津
小
学
校
で
は
、
２
学
期
制
の

導
入
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
、
授
業
名
人

の
認
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　英
語
検
定
の
受
検
率
が
当
市
と
大
き
な

差
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
教
育
に
関
す
る
意

識
付
け
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

　小
松
市
は
、
自
主
防
災
組
織
結
成
率
１

０
０
％
で
、
全
て
の
町
内
で
設
置
し
て
お

り
、
実
施
評
価
を
行
い
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ

せ
て
い
る
。

　現
在
４
９
８
名
の
防
災
士
を
育
成
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
防
災
意

識
が
高
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
機
能
強
化

避
難
所
、
避
難
所
運
営
協
議
会
、
防
災
士

の
活
用
、
災
害
訓
練
対
応
表
の
作
成
は
、

当
市
で
も
研
究
す
べ
き
と
感
じ
た
。

　藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成

17
年
度
よ
り
「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」
を

合
言
葉
に
し
た
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
22
年

に
福
祉
の
拠
点
施
設
「
こ
み
っ
と
」
を
開

設
し
、
ひ
き
こ
も
り
や
不
就
労
の
方
々
が

社
会
復
帰
す
る
た
め
の
活
動
の
場
を
確
保

し
て
就
労
支
援
や
職
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
、「
弱
者
で
も
地
方
創
生
の
担

い
手
に
な
れ
る
。
町
民
だ
れ
も
が
生
涯
現

役
を
目
指
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て

活
動
し
て
い
る
。
　支
援
を
提
供
す
る
側

は
、
ひ
き
こ
も
り
要
支
援
者
の
一
人
一
人

に
寄
り
添
え
る
よ
う
、
様
々
な
支
援
メ
ニ

ュ
ー
や
、
年
代
や
男
女
の
垣
根
を
つ
く
ら

な
い
オ
ー
プ
ン
な
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。

　秋
田
市
で
は
、
平
成
19
年
か
ら
「
秋
田

市
自
殺
総
合
対
策
事
業
計
画
」を
策
定
し
、

平
成
26
年
に
議
員
発
議
に
よ
る
「
秋
田
市

民
の
心
と
い
の
ち
を
守
る
自
殺
対
策
条

例
」
を
施
行
し
、
市
民
一
人
一
人
が
い
の

ち
を
大
切
に
し
、
自
殺
予
防
対
策
の
担
い

手
と
し
て
支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
て
い
る
。

　計
画
で
は
、
自
殺
率
の
減
少
目
標
値
を

高
く
設
け
、
目
標
値
達
成
に
向
け
、
事
業

計
画
に
基
づ
く
官
民
連
携
の
支
援
事
業
を

展
開
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
検
証
す
る

仕
組
み
も
あ
る
。
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な

成
果
へ
結
び
つ
く
も
の
と
感
じ
た
。

　秩
父
地
域
は
１
市
４
町
で
策
定
し
た

「
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
も
と
、
平
成
24
年
に
設
立
し
た
秩
父
地

域
森
林
林
業
活
性
化
協
議
会
で
、
荒
川
の

下
流
26
の
自
治
体
に
呼
び
掛
け
災
害
防
止

な
ど
の
ほ
か
、
林
業
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
る
。
本
年
度
か
ら
は
姉
妹
都
市
で
あ
る

豊
島
区
と
５
カ
年
の
協
定
を
結
び
同
地
区

の
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
「
と
し
ま

の
森
」
を
作
っ
て
森
林
整
備
と
都
市
住
民

と
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　「観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
」
を
基
本

政
策
に
位
置
付
け
る
安
中
市
の
観
光
入
込

客
数
は
、
約
１
４
０
万
人
で
宿
泊
客
数
は

約
22
万
人
で
あ
る
が
、
人
口
減
少
が
急
速

に
進
む
中
、
地
域
経
済
縮
小
の
対
策
と
し

て
、
国
の
指
導
を
受
け
、
日
本
版
D
M
O

と
し
て
観
光
協
会
を
法
人
化
し
、
オ
ー
ル

安
中
で
民
間
・
自
治
体
・
住
民
が
協
働
し

て
観
光
に
よ
る
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の

拡
大
を
果
た
し
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
る
。

総
務
文
教
委
員
会

11
月
18
日 

福
井
県
あ
わ
ら
市

11
月
19
日 

石
川
県
小
松
市

市
民
福
祉
委
員
会

11
月
７
日 

秋
田
県
藤
里
町

﹁
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
﹂

﹁
学
力
向
上
の
取
組
に
つ
い
て
﹂

11
月
８
日 

秋
田
県
秋
田
市

﹁
自
殺
予
防
対
策
事
業
に
つ
い
て
﹂

秩父産木材がふんだんに活用された議場。

木のぬくもりが感じられる温かな雰囲気。

安中市観光機構事務局から観光振興に

よる地域活性化の取組を伺った。

秋田市では、3、9 月を自殺対策強化

月間と定めて周知活動に努めている。

藤里町社会福祉協議会の菊池会長から

貴重な体験談を伺った。

２学期制導入により、落ち着いた環境で学習

時間が確保されていた。

（パソコン教室にてプログラミング授業を見学）

小松市では、自主防災組織評価制度を

設けて防災対応力の向上に努めている。

先
進
地
に
学
ぶ
！ 

先
進
地
に
学
ぶ
！ 

先
進
地
に
学
ぶ
！ 

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

※

１

　D
M
O
と
は
、
観
光
物
件
、
自
然
、

食
、
芸
術
、
風
習
な
ど
当
該
地
域
に
あ
る

観
光
資
源
に
精
通
し
、
地
域
と
協
同
し
て

観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
法
人
の
こ
と
。

11
月
13
日 

群
馬
県
安
中
市

﹁
D
M
O
推
進
事
業
に
つ
い
て
﹂

※

１

﹁
地
域
防
災
力
向
上
の
取
組
に
つ
い
て
﹂

産
業
建
設
委
員
会

11
月
12
日 

埼
玉
県
秩
父
市

﹁
林
業
振
興
に
つ
い
て
﹂

11
月
22
日

議
会
改
革

特
別
委
員
会
報
告
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11
月
27
日
、
魚
沼
市
中
学
生
議
会
が
開
か

れ
、
堀
之
内
中
学
校
３
年
生
の
代
表
生
徒
21

人
が
議
員
役
を
務
め
、
８
人
の
中
学
生
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
学
生
が
政
治
に
つ
い
て
学
習
す
る
中

で
、
市
政
や
市
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
い
、
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
模
擬
議
会
と
し
て
﹁
中
学

生
議
会
﹂
を
開
催
し
、
今
年
で
３
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一

般
質
問
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
現
状
と
課
題
を

把
握
し
、
魚
沼
市
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の

施
策
を
話
し
合
い
、
中
学
生
議
会
に
臨
み
ま

し
た
。

　
中
学
生
議
会
当
日
、
議
員
役
の
生
徒
た
ち

は
堂
々
と
登
壇
し
、
市
長
の
答
弁
に
対
し
て

再
質
問
を
し
た
り
、
傍
聴
席
の
生
徒
た
ち
も

メ
モ
を
取
り
つ
つ
真
剣
に
提
言
内
容
を
確
認

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

土
地
利
用
や
開
発
に
つ
い
て

街
灯
の
増
設
に
つ
い
て

観
光
客
を
集
め
る

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

観
光
に
つ
い
て

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

人
口
問
題
に
つ
い
て

中学生議会を開催しました中学生議会を開催しました

中学生の視点で市政に提言中学生の視点で市政に提言

　県
内
４
位
の
魚
沼
市
の
面
積

の
う
ち
、
８
割
は
森
林
で
あ
る
。

私
た
ち
は
こ
の
森
林
を
有
効
利
用
で
き
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
市
と
し
て
、
こ

の
豊
か
な
森
林
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
る
か
。

　本
市
の
森
林
の
多
く
が
広
葉

樹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
製
品

等
の
新
た
な
需
要
を
開
拓
す
る
こ
と
に
よ

り
、
林
業
や
木
材
産
業
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
有
効
活
用
し
、

地
元
小
中
学
生
の
自
然
体
験
は
も
と
よ
り
、

市
外
か
ら
の
観
光
的
交
流
人
口
の
増
加
を

図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

星野ひなた 議員

ほしの

関根　愛莉 議員

せきね あいり

水落　拓仁 議員

みずおち たくと

大久保憲吾 議員

おおくぼ けんご

渡部　絢羽 議員

わたべ あやは

問答

　夜
間
の
交
通
事
故
が
増
加
し

て
い
る
。
街
灯
が
少
な
く
、
余

裕
を
も
っ
て
危
険
を
察
知
で
き
な
い
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ク
マ
の

目
撃
情
報
も
多
い
が
、
街
灯
が
あ
れ
ば
リ

ス
ク
回
避
さ
れ
る
と
考
え
る
。
街
灯
の
設

置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　本
市
の
街
灯
の
設
置
状
況
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ

た
り
、
防
犯
灯
器
具
を
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

行
っ
た
。
ま
た
、
地
域
か
ら
新
た
な
設
置

要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
新
設
工
事
を
行
う

な
ど
、
夜
間
に
お
け
る
犯
罪
防
止
や
交
通

安
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　ク
マ
出
没
が
多
発
し
、
人
的
被
害
も
発

生
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
そ
の
対
策

と
し
て
、
街
路
灯
設
置
な
ど
の
防
犯
対
策

に
加
え
、
市
民
の
皆
様
方
か
ら
も
ご
自
身

の
安
全
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

問答

　防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
も
し
く
は
新
し
く
設

置
し
直
す
こ
と
を
市
に
要
望
す
る
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
す
る
こ
と
で
、
災
害
や
緊
急

対
応
を
要
す
る
放
送
が
は
っ
き
り
と
聞
き

取
れ
、
す
ば
や
く
行
動
に
移
す
こ
と
が
で

き
る
。
実
施
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
状

況
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
が
、

設
置
し
て
か
ら
15
年
が
経
過
し
た
施
設
も

あ
り
、
古
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
順

次
入
れ
替
え
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
の
際
は
、
今
よ
り
高
性
能
の
機
器

に
す
る
な
ど
、
聞
き
取
り
や
す
く
す
る
た

め
の
対
策
も
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
く
。

問答

　子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
低

下
や
、
観
光
客
を
増
や
す
対
策

と
し
て
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
を
つ
く
る

べ
き
と
考
え
る
。
つ
く
る
た
め
の
費
用
は

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

　豊
か
な
自
然
の
中
で
、
楽
し
く

体
力
づ
く
り
が
で
き
る
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
施
設
は
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
本

市
に
と
っ
て
、
観
光
客
を
増
や
す
対
策
と
し

て
も
効
果
的
と
考
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
施

設
は
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
行
政
よ
り
も
民
間
事
業
者
に
よ
る
設
置
・

運
営
が
好
ま
し
い
と
考
え
る
。

　ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に
つ
い
て
の
ご
提

案
は
、
施
設
の
建
設
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

市
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
う
え
で
有
効
と
な

る
も
の
の
、
あ
わ
せ
て
、
建
設
後
の
施
設
の

維
持
管
理
に
係
る
経
費
負
担
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

問答

　魚
沼
市
の
人
口
は
、
２
０
０

０
年
か
ら
徐
々
に
若
者
の
数
が

減
っ
て
お
り
、
２
０
２
０
年
に
は
生
産
年

齢
人
口
が
約
１
９
，
０
０
０
人
、
65
歳
以

上
の
人
口
が
約
１
３
，
０
０
０
人
に
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
若
者
の
人
口
増
加

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

　若
者
の
人
口
増
加
対
策
に
は
、

仕
事
と
子
育
て
の
環
境
整
備
が

重
要
と
考
え
る
。
仕
事
面
に
つ
い
て
は
、

水
の
郷
工
業
団
地
を
中
心
に
企
業
誘
致
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
子
育
て
面
で
は
、
２

人
目
以
降
の
保
育
料
無
料
化
、
医
療
費
助

成
等
の
経
済
的
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
魚
沼
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
小

中
学
生
の
皆
さ
ん
の
郷
土
愛
を
育
ん
で
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
も
進
め
て

い
き
た
い
。

問答

　宿
泊
を
伴
う
観
光
客
を
増
や

す
た
め
に
、
例
え
ば
﹁
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
を
連
日
開
催
し
、
宿
泊
施

設
と
連
携
し
て
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
定

番
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
こ
と
を
検
討
で
き
な

い
か
。

　昨
年
よ
り
、
首
都
圏
の
イ
ベ

ン
ト
会
社
主
催
で
、
銀
山
平
キ
ャ

ン
プ
場
を
会
場
に
大
自
然
と
音
楽
を
楽
し

む
﹁
銀
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
が
開
催
さ
れ
、

周
辺
の
温
泉
宿
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
宿
泊
者

の
増
加
に
結
び
付
い
て
い
る
。

　市
で
は
、
民
間
の
方
々
の
知
恵
と
行
動

力
に
期
待
し
、
こ
の
よ
う
な
取
組
に
対
し

て
支
援
や
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

問答

10/17 議会改革特別委員会

志田委員長による事前講義の様子

10/17 議会改革特別委員会

志田委員長による事前講義の様子

堀澤　健瑠 議員

ほりさわ たける
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11
月
27
日
、
魚
沼
市
中
学
生
議
会
が
開
か

れ
、
堀
之
内
中
学
校
３
年
生
の
代
表
生
徒
21

人
が
議
員
役
を
務
め
、
８
人
の
中
学
生
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
学
生
が
政
治
に
つ
い
て
学
習
す
る
中

で
、
市
政
や
市
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
い
、
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
模
擬
議
会
と
し
て
﹁
中
学

生
議
会
﹂
を
開
催
し
、
今
年
で
３
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一

般
質
問
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
現
状
と
課
題
を

把
握
し
、
魚
沼
市
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の

施
策
を
話
し
合
い
、
中
学
生
議
会
に
臨
み
ま

し
た
。

　
中
学
生
議
会
当
日
、
議
員
役
の
生
徒
た
ち

は
堂
々
と
登
壇
し
、
市
長
の
答
弁
に
対
し
て

再
質
問
を
し
た
り
、
傍
聴
席
の
生
徒
た
ち
も

メ
モ
を
取
り
つ
つ
真
剣
に
提
言
内
容
を
確
認

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

土
地
利
用
や
開
発
に
つ
い
て

街
灯
の
増
設
に
つ
い
て

観
光
客
を
集
め
る

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

観
光
に
つ
い
て

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

人
口
問
題
に
つ
い
て

中学生議会を開催しました中学生議会を開催しました

中学生の視点で市政に提言中学生の視点で市政に提言

　県
内
４
位
の
魚
沼
市
の
面
積

の
う
ち
、
８
割
は
森
林
で
あ
る
。

私
た
ち
は
こ
の
森
林
を
有
効
利
用
で
き
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
市
と
し
て
、
こ

の
豊
か
な
森
林
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
る
か
。

　本
市
の
森
林
の
多
く
が
広
葉

樹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
製
品

等
の
新
た
な
需
要
を
開
拓
す
る
こ
と
に
よ

り
、
林
業
や
木
材
産
業
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
有
効
活
用
し
、

地
元
小
中
学
生
の
自
然
体
験
は
も
と
よ
り
、

市
外
か
ら
の
観
光
的
交
流
人
口
の
増
加
を

図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

星野ひなた 議員

ほしの

関根　愛莉 議員

せきね あいり

水落　拓仁 議員

みずおち たくと

大久保憲吾 議員

おおくぼ けんご

渡部　絢羽 議員

わたべ あやは

問答

　夜
間
の
交
通
事
故
が
増
加
し

て
い
る
。
街
灯
が
少
な
く
、
余

裕
を
も
っ
て
危
険
を
察
知
で
き
な
い
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ク
マ
の

目
撃
情
報
も
多
い
が
、
街
灯
が
あ
れ
ば
リ

ス
ク
回
避
さ
れ
る
と
考
え
る
。
街
灯
の
設

置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　本
市
の
街
灯
の
設
置
状
況
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ

た
り
、
防
犯
灯
器
具
を
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

行
っ
た
。
ま
た
、
地
域
か
ら
新
た
な
設
置

要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
新
設
工
事
を
行
う

な
ど
、
夜
間
に
お
け
る
犯
罪
防
止
や
交
通

安
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　ク
マ
出
没
が
多
発
し
、
人
的
被
害
も
発

生
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
そ
の
対
策

と
し
て
、
街
路
灯
設
置
な
ど
の
防
犯
対
策

に
加
え
、
市
民
の
皆
様
方
か
ら
も
ご
自
身

の
安
全
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

問答

　防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
も
し
く
は
新
し
く
設

置
し
直
す
こ
と
を
市
に
要
望
す
る
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
す
る
こ
と
で
、
災
害
や
緊
急

対
応
を
要
す
る
放
送
が
は
っ
き
り
と
聞
き

取
れ
、
す
ば
や
く
行
動
に
移
す
こ
と
が
で

き
る
。
実
施
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
状

況
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
が
、

設
置
し
て
か
ら
15
年
が
経
過
し
た
施
設
も

あ
り
、
古
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
順

次
入
れ
替
え
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
の
際
は
、
今
よ
り
高
性
能
の
機
器

に
す
る
な
ど
、
聞
き
取
り
や
す
く
す
る
た

め
の
対
策
も
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
く
。

問答

　子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
低

下
や
、
観
光
客
を
増
や
す
対
策

と
し
て
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
を
つ
く
る

べ
き
と
考
え
る
。
つ
く
る
た
め
の
費
用
は

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

　豊
か
な
自
然
の
中
で
、
楽
し
く

体
力
づ
く
り
が
で
き
る
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
施
設
は
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
本

市
に
と
っ
て
、
観
光
客
を
増
や
す
対
策
と
し

て
も
効
果
的
と
考
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
施

設
は
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
行
政
よ
り
も
民
間
事
業
者
に
よ
る
設
置
・

運
営
が
好
ま
し
い
と
考
え
る
。

　ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に
つ
い
て
の
ご
提

案
は
、
施
設
の
建
設
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

市
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
う
え
で
有
効
と
な

る
も
の
の
、
あ
わ
せ
て
、
建
設
後
の
施
設
の

維
持
管
理
に
係
る
経
費
負
担
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

問答

　魚
沼
市
の
人
口
は
、
２
０
０

０
年
か
ら
徐
々
に
若
者
の
数
が

減
っ
て
お
り
、
２
０
２
０
年
に
は
生
産
年

齢
人
口
が
約
１
９
，
０
０
０
人
、
65
歳
以

上
の
人
口
が
約
１
３
，
０
０
０
人
に
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
若
者
の
人
口
増
加

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

　若
者
の
人
口
増
加
対
策
に
は
、

仕
事
と
子
育
て
の
環
境
整
備
が

重
要
と
考
え
る
。
仕
事
面
に
つ
い
て
は
、

水
の
郷
工
業
団
地
を
中
心
に
企
業
誘
致
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
子
育
て
面
で
は
、
２

人
目
以
降
の
保
育
料
無
料
化
、
医
療
費
助

成
等
の
経
済
的
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
魚
沼
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
小

中
学
生
の
皆
さ
ん
の
郷
土
愛
を
育
ん
で
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
も
進
め
て

い
き
た
い
。

問答

　宿
泊
を
伴
う
観
光
客
を
増
や

す
た
め
に
、
例
え
ば
﹁
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
を
連
日
開
催
し
、
宿
泊
施

設
と
連
携
し
て
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
定

番
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
こ
と
を
検
討
で
き
な

い
か
。

　昨
年
よ
り
、
首
都
圏
の
イ
ベ

ン
ト
会
社
主
催
で
、
銀
山
平
キ
ャ

ン
プ
場
を
会
場
に
大
自
然
と
音
楽
を
楽
し

む
﹁
銀
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂
が
開
催
さ
れ
、

周
辺
の
温
泉
宿
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
宿
泊
者

の
増
加
に
結
び
付
い
て
い
る
。

　市
で
は
、
民
間
の
方
々
の
知
恵
と
行
動

力
に
期
待
し
、
こ
の
よ
う
な
取
組
に
対
し

て
支
援
や
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

問答

10/17 議会改革特別委員会

志田委員長による事前講義の様子

10/17 議会改革特別委員会

志田委員長による事前講義の様子

堀澤　健瑠 議員

ほりさわ たける
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　普段体験することのでき

ない役をして、とても新鮮

でした。

　質問役の生徒と、市長や

その他の方々との答弁も興

味深かったです。

　人生に１回、できるかでき

ないかの貴重な体験をさせて

いただき、ありがとうござい

ました。

　この機会を生かして、魚沼

市や政治への関心を高めてい

きたいです。

議長役、お疲れ様でした！議長役、お疲れ様でした！ 当日は緊張することなく、落ち着いて議事進行を行ってくれました。当日は緊張することなく、落ち着いて議事進行を行ってくれました。

講

評

専
門
店
の
進
出
に
つ
い
て

交
通
事
故
に
つ
い
て

吉田　沙瑛 議長

よしだ さえ

岩田　隼弥 議長

いわた はやみ

教育長

梅田　勝

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指し「議会報告会」を年２回開催しています。
　今回の報告会では、平成30年度決算、各委員会での審議内容等を報告した後、参加者の皆さんと意見交
換を行いました。いただいた貴重なご意見は、全議員で協議し、今後の市政運営に反映していくよう取り
組んでまいります。

議会報告会参加者数
参加者アンケートの結果から

開催日

10月28日

10月29日

10月30日

地　域

入広瀬

守　門

広　神

堀之内

小　出

湯之谷

会　　場

大 栃 山 農 林 会 館

東野名生活改善センター

江口生活改善センター

竜 光 区 民 会 館

若葉町コミュニティセンター

七日市・七日市新田集落センター

参加者

3名

10名

13名

7名

11名

13名

　中学校が統合してバ
ス通学になったが、バ
ス停が小さく、雨や雪
の日に中に入り切れな
い。バス停を大きくす
るなり、集合場所を変
更してほしい。

バス停
　について

　市政への関心が薄
く、参加者が少ない。
もっと周知方法を考え
てみてはどうか。
　市民の意識改革を議
会から頑張ってもらい
たい。

議会報告会の
参加者について

　小出小学校が避難所
になっているが、堤防
が決壊した場合、車で
逃げても被害に遭って
しまう。避難指示、避
難勧告をいかに早く出し
て被害を防ぐかが大切。

避難所
　について

　団塊の世代が高齢者
となり、益々介護老人
が増える。
　人材を増やす施策を
行って安心して施設を
利用できるようにして
もらいたい。

介護人材不足
　について

　縦割り行政で弊害が
出るところに横串をさ
すのが議員・議会の仕
事ではないかと思う。
　議会として、組織全
体で取り組んでいただ
きたい。

議会の取組
　について

　麻酔銃を扱う人がな
く、猟友会も高齢化に
よる人材不足と聞く。
人材確保のために、市
で援助することはでき
ないか。

クマの被害
　について

　防災行政無線は、ハ
ウリングが起きて聞き
取りにくい。
　市から貸与されてい
るラジオは、台風の災
害情報、クマ出没情報
等で役に立った。

FMラジオ
　について

みなさんからの を声 大切にみなさんからの を声 大切に

～ 議会報告会を開催しました ～～ 議会報告会を開催しました ～
10/30 七日市・七日市新田集落センターの様子

　若者や女性の参加が増え、色々な声を
聞ける場になるよう工夫していきたいと思います。

　魚
沼
市
が
、
安
全
で
賑
わ
い
あ
る
市

に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
皆
さ
ん
の
思

い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
議
会

で
し
た
。

　﹁
命
を
守
る
﹂
と
い
う
観
点
で
、
防

災
ス
ピ
ー
カ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
、

街
灯
の
増
設
を
取
り
上
げ
て
、
市
の
条

例
に
基
づ
い
た
す
る
ど
い
再
質
問
も
あ

り
、
大
変
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
近
年
ど
の
市
町
村
で
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
人
口
減
少
問
題
を
取
り

上
げ
、
よ
り
活
気
あ
る
魅
力
あ
る
魚
沼

市
に
す
る
た
め
の
具
体
的
な
提
案
も
あ

り
、
皆
さ
ん
が
事
前
学
習
を
し
っ
か
り

と
行
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　魚
沼
市
を
魅
力
あ
る
市
に
す
る
た
め

に
は
、
本
日
の
皆
さ
ん
の
よ
う
に
﹁
明

日
の
魚
沼
市
﹂
を
真
剣
に
考
え
る
人
た

ち
が
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
不
可
欠

だ
と
思
い
ま
す
。
本
日
の
中
学
生
議
会

を
き
っ
か
け
に
し
て
、
社
会
の
仕
組
み

の
こ
と
、
自
分
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
、

学
ん
で
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
か
ら

魚
沼
市
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

年齢（年代） 性 別

　若
者
の
呼
び
込
み
が
で
き
そ

う
な
店
や
、
南
魚
沼
市
や
長
岡

市
の
よ
う
に
大
型
の
ス
ポ
ー
ツ
専
門
店
を

建
て
て
欲
し
い
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。　魅

力
あ
る
店
舗
が
商
店
街
に

開
業
す
る
な
ら
ば
、
市
内
商
店

街
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
り
、
商

店
街
に
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
今

あ
る
店
舗
へ
も
プ
ラ
ス
の
相
乗
効
果
が
生

ま
れ
、
商
店
街
全
体
の
活
性
化
に
期
待
が

持
て
る
。
そ
の
一
方
で
、
商
店
街
以
外
の

大
型
店
舗
の
出
店
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

方
面
へ
の
影
響
も
考
慮
し
た
う
え
で
慎
重

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　仮
に
、
大
型
店
舗
を
迎
え
る
場
合
に
は
、

市
内
商
業
者
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
つ
つ
、
共
存
で
き
る
よ
う
な
新
た

な
事
業
や
販
売
手
法
な
ど
市
内
商
工
会
等

と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問答

　魚
沼
市
は
全
国
有
数
の
豪
雪

地
帯
の
た
め
、
冬
の
事
故
が
絶

え
な
い
。
除
雪
が
追
い
付
か
な
い
地
域
も

あ
る
の
で
、
消
雪
パ
イ
プ
を
増
や
し
た
方

が
良
い
と
考
え
る
。

　

　冬
季
間
の
道
路
交
通
確
保
に

お
い
て
、
消
雪
パ
イ
プ
は
非
常

に
役
に
立
っ
て
い
る
が
、
地
下
水
は
ど
こ

の
地
域
で
も
十
分
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

市
道
に
は
現
在
約
５
２
０
本
の
井
戸
が
あ

る
が
、
市
で
新
し
い
井
戸
を
掘
る
こ
と
に

よ
り
、
今
ま
で
あ
っ
た
井
戸
か
ら
水
が
出

な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
周

辺
住
民
の
了
解
を
も
ら
う
こ
と
が
年
々
難

し
く
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
除
雪
車
が
入
れ
な
い
よ
う

な
狭
い
道
や
排
雪
地
が
な
い
地
域
以
外
に

は
、
消
雪
パ
イ
プ
を
増
や
す
こ
と
は
考
え

て
お
ら
ず
、
除
雪
車
に
よ
る
除
雪
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問答

井上　裕介 議員

いのうえ ゆうすけ

関　　梨杏 議員

せき りあん

貴重なご意見、
ありがとうございます。

今後、調査・検討を
していきます。
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評
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の
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出
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交
通
事
故
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つ
い
て

吉田　沙瑛 議長
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岩田　隼弥 議長

いわた はやみ

教育長

梅田　勝
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に
は
、
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の
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図
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こ
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を
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、
共
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。
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。
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　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
記
録
的
猛
暑
、

豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
、
秋

か
ら
は
熊
騒
動
な
ど
が
相
次

ぎ
、
印
象
に
残
っ
た
年
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
こ
そ
、
平
穏
な
日
々
が

送
れ
る
年
に
な
る
よ
う
願
う

ば
か
り
で
す
。

　そ
の
年
の
世
相
を
表
す
漢

字
は
「
令
」
で
し
た
。
新
元

号
の
幕
開
け
と
な
っ
た
２
０

１
９
年
の
明
る
い
未
来
に
向

け
て
希
望
が
込
め
ら
れ
た
漢

字
が
選
ば
れ
た
わ
け
で
す
。

　今
年
は
、
新
庁
舎
が
完
成

し
ま
す
。
行
政
運
営
の
効
率

化
を
期
待
す
る
と
共
に
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向

上
を
期
待
し
ま
す
。

　今
年
も
皆
様
に
親
し
ま

れ
、
読
み
や
す
い
市
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。（

星
野
み
ゆ
き
）

あ
と
が
き

　皆
さ
ん
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
私
は
た
っ
た
一
度
だ
け
し
か
傍

聴
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　あ
る
議
員
に
誘
わ
れ
た
こ
と
と
、
少
し

ば
か
り
興
味
が
あ
る
内
容
が
審
議
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
伺
い
ま
し
た
。

　テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
国
会
中
継
等
は
、

多
く
の
傍
聴
者
で
溢
れ
、
激
し
い
ヤ
ジ
も

飛
ん
で
い
る
所
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
が
、

魚
沼
市
議
会
は
全
く
違
い
ま
し
た
。

　市
民
の
関
心
が
薄
い
た
め
か
、
傍
聴
者

は
私
を
含
め
て
４
人
程
度
。
静
寂
の
中
で

の
議
会
で
し
た
。

　市
長
も
議
員
も
真
摯
な
態
度
で
審
議
を

さ
れ
て
お
り
、
野
党
の
追
及
に
焦
点
を
は

ぐ
ら
か
し
、
真
面
目
に
答
え
な
い
、
ど
こ

か
の
議
会
と
は
全
く
違
う
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

　当
市
議
会
も
大
勢
の
方
が
傍
聴
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
層
の
緊
張
感
を
持
っ
た
も

の
と
な
り
、
市
政
へ
の
反
映
も
強
い
も
の

が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　是
非
、
傍
聴
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　市
内
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
、
人
手
不
足

は
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
最
盛
期
の

人
口
を
前
提
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
数
、
運
営

が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
辞
め
る

決
断
が
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
。
人
口
減

は
経
済
成
長
後
、
必
ず
直
面
す
る
フ
ェ
ー

ズ
で
あ
り
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
変
化
を
す

れ
ば
良
い
。

　こ
の
時
代
は
、
選
択
と
集
中
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
魚
沼
市
の
認
知
に
貢
献
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
予
算
と
人
員
も
集

中
さ
せ
一
点
突
破
を
目
指
す
べ
き
。
と
、

偉
そ
う
な
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
自
分
も
そ
れ
が
、
で
き
な
い

一
人
。「
恐
怖
心
」
か
ら
く
る
も
の
だ
と

感
じ
ま
す
。
続
い
て
い
た
こ
と
を
「
辞
め

る
」
決
断
に
、
反
発
は
必
ず
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
田
舎
、
嫌
わ
れ
て
得
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
今
ま
で
通
り
」
が
、安
全
策
。

し
か
し
、変
化
せ
ず
に
は
存
続
で
き
な
い
。

「
こ
れ
は
辞
め
て
、
あ
っ
ち
に
注
力
し
よ

う
」、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
決
断
が
、

未
来
を
変
え
て
い
け
る
と
信
じ
ま
す
。

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
民
の
声

赤
土

　酒
井

　浩
さ
ん

何
に
集
中
す
る
か
、

　
　そ
の
た
め
に
何
を
し
な
い
か

上
折
立

　星

　宗
兵
さ
ん

魚沼市議会
こんにちは

です
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　12月6日、本会議の休憩時間を利用して、小出特別支
援学校高等部の生徒さんによる「なごみCAFE」がオー
プン！ 議員や職員にコーヒーやクッキーを提供して
いただきました。
　当日は、手作りカレンダーやクリスマスリース等々
の製品販売もあり、生徒の皆さんから温かい笑顔で接
客いただき、心和むひとときを過ごすことができまし
た。生徒の皆さん、どうもありがとうございました。

議会TOPICS②

なごみCAFEでホッと一息
謹賀新年

市内視察
行ってきました

に

　12月24日、事業の進　状況等を確認するため、17号バイ
パス工事現場や新庁舎建設現場等の視察を行いました。
　新庁舎建設現場では、外部足場も解体され、その全貌が
見えるようになりました。5月7日の新庁舎での業務開始
に向けて、建設現場では内装工事が本格化しています。


